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一一般ニュース

一般

本部外部資金課

平成 22 年度科学研究費補助金審査
委員の５名表彰される

　日本学術振興会は、科学研究費補助金の配分審査に関
し、平成 20 年度より模範となる審査意見を付した審査
委員への表彰を行っており、10 月 29 日（金）に平成 22
年度の表彰者一覧を発表した。
　今年度は、約 5,000 名の第１段階審査委員の中より 39
名の審査員が選考され、本学からは、藤原徹教授（大学
院農学生命科学研究科）、堀正敏准教授（大学院農学生
命科学研究科）、飯田俊彰講師（大学院農学生命科学研
究科）、園田茂人教授（大学院情報学環、東洋文化研究所）、
大杉美穂准教授（医科学研究所）の５名が表彰された。
　科学研究費補助金の配分審査は専門的見地から２段階
で行われており、第１段書面審査はすべての審査の基盤
となるもので、これらの模範となる審査意見はその後の
科学研究費補助金制度の適正・公正な運営にとって重要
な役割を果たしている。
　本学での表彰式は、11 月 26 日（金）松本洋一郎理事（副
学長）室において執り行われ、表彰状と記念品が松本理
事（副学長）より受賞者に手渡された。受賞後は審査委
員としての心構えや審査時の苦労などについて、和やか
に懇談が行われた。（※飯田講師については代理授与と
なった。）
　なお、表彰された審査委員の氏名等については、日本
学術振興会のホームページにて公表されている。
http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/26_hyosho/index.
html

写真左から、藤原教授、堀准教授、松本理事（副学長）、園田教授、
大杉准教授

一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

第 7 回地球観測に関する政府間会
合（GEO）総会および閣僚級会合が、
北京で開催される

　11月３日（水）～５日（金）、中国北京市、北京オリンピッ
ク会場跡近くの、中国国家コンベンションセンターにて、
地球観測に関する政府間会合（GEO）の第７回総会が開
かれ、小池俊雄教授（地球観測データ統融合連携研究機
構、工学系研究科）が代表となり率いる日本代表団が北
京入りし、GEO総会、GEO閣僚級サミットへの参加、
および展示ブースでの紹介などを行った。北京サミット
および本会合のテーマは、『統合観測、データ共有、情
報共有』の三つのキーワードを柱として、GEO北京宣
言文を採択した。（宣言文詳細は以下のURL参照）
http ://www.earthobservat ions .org/meet ings/
meet_sum.html
　平成 20 年 10 月、総合科学技術会議の下に設立され
た、全球地球観測にかかわる作業部会において、その議
長に小池俊雄教授（工学系研究科）が就任し、全球地球
観測システム（GEOSS）の構築に対し、日本政府を挙げ
て貢献してきた。今回、日本チーム（JAPAN-GEO）に参
加した機関は、文部科学省（MEXT）をはじめ、国土地
理院（GIS）、産業総合技術研究所（AIST）、宇宙航空研
究開発機構（JAXA）、海洋研究開発機構（JAMSTEC）、
リモートセンシング技術センター（RESTEC）、環境省
（MOE）および、本学地球観測データ統融合連携研究機構
（EDITORIA）の８機関である。それぞれの研究分野から、
全球地球観測（GEOSS）に対する取り組みについて、合
同で同じブースの中でポスターや映像などによる展示を
行った。特にEDITORIAは、アジア地域の水害軽減を目
指して設立された、地球観測を利用した河川および水資
源管理のシステム開発、およびアジア水循環イニシアティ
ブについて、プロモーションビデオを制作し、北京にて
初公開した。このアジア水循環イニシアティブについて
は、GEOの中でも、アジアショーケース（模範となる例）
の典型として取り上げられ、閣僚級会合でも、各国の大臣
らの前でビデオが上映されるなど、大きな注目を集めた。
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JAPAN-GEOチームの集合写真

JAPAN-GEOの展示ブース外観

　また北京閣僚級会合には、日本政府を代表して、林久
美子氏（文部科学大臣政務官）がお越しになり、各展示
ブースでの展示内容を熱心に見学なさり、各機関の研究
概要についての説明をお聞きになった。同政務官は閣僚
級会合で述べられた声明にて、次の２点をとりわけ強調
された。１点目は、人工衛星による観測。温室効果ガス
を観測する衛星「いぶき」を打ちあげ、全球の CO2 濃
度分布を含む観測データを公開している。陸域観測技術
衛星「だいち」においても、そのデータ公開・提供につ
いて言及された。２点目は、これらの全球の観測データ
を統合し、解析するためのシステム開発についてであっ
た。EDITORIA の主要プロジェクトである、「データ統
合・解析システム」（DIAS）については、本年 10 月に
データ公開が行われており、この貴重なデータを利活用
し、世界の各国と連携しつつ、水資源管理の向上や災害
監視などに貢献している点が強調された。

林久美子大臣政務官（右から 3人目）によるブース視察

　アジア水循環に関する会合としては、平成 23 年 3 月
に東京において、第５回 GEOSS アジア太平洋シンポジ
ウムが開催される予定である。

　本件に関するお問い合わせは、下記、地球観測データ
統融合連携研究機構事務局までお願いいたします。
e-mail: editorial@editoria.u-tokyo.ac.jp
電話：03-5841-6132

一般

高齢社会総合研究機構

「千葉県在宅医療推進寄附プロジェ
クト設立記念講演会」を開催しまし
た

　高齢社会総合研究機構は 11 月 16 日（金）に工学部
11 号館講堂において、「千葉県在宅医療推進寄附プロ
ジェクト設立記念講演会」を開催し、約 80 名の参加を
得た。
　これは、国の地域医療再生計画へ千葉県から提案され
たものに、在宅医療・ケアの推進の部分を当機構が千葉
大学等と連携して担う寄附プロジェクトがこのほど立ち
上がったことを記念して開かれたものである。
　当機構運営委員長、機構長、それから千葉県健康福
祉部井上肇理事からの挨拶の後、国立長寿医療研究セン
ターの大島伸一総長から「在宅医療に向けての期待」と
題して特別講演がなされた。そこでは、時代の変化とと
もに医療もその内容が変化すべきであり、病院完結型医
療から地域完結型医療へ医療の変革が求められており、
在宅医療・本プロジェクトへの強い期待感が示された。
　その後、在宅医療推進の総合戦略と題して、当機構辻
哲夫教授からプロジェクトの概要と展望、柏市木村清一
保健福祉部長から柏市における在宅医療推進について、
千葉大学医学部藤田信輔診療教授から千葉大学における
在宅医療推進支援について、の各講演がなされた。高齢
者の増加による医療需要の増大が津波のようにやってく
る千葉県での在宅医療の必要性について、聴衆一同少々
の衝撃をもって知ることとなった。
　おわりに、前田正史理事（副学長）から、柏は本学に
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とって重要な地であり、駅前キャンパス等の整備もあり、
本寄附プロジェクトの進展に強い関心を持って後押しし
ていきたいと閉会の挨拶がなされた。

特別講演を行う大島伸一長寿医療研究センター総長

プロジェクトの概要を説明する辻哲夫教授

一般

本部国際企画課

「第８回プレジデンツ・カウンシル」
の開催

　11 月 19 日（金）柏キャンパスにおいて第８回プレジ
デンツ・カウンシル本会議が開催された。プレジデンツ・
カウンシルは、本学の国際的プレゼンスの向上をめざし、
そのための包括的戦略の策定と行動指針に関わる助言、
ガイダンス、および支援を仰ぐため、2006 年 11 月に総
長の国際アドバイザリーボードとして設置されたもので
ある。
　本会議には、タイ国チュラポーン王女殿下、チョン・
ウンチャン氏、ナラヤナ・ムルティ氏、フレデリック・
ヒルマー氏、ハッサン・ジャミール氏、小宮山宏氏、カリ・
レイビオ氏、横山禎徳氏、吉野洋太郎氏、および本学か
ら濱田純一総長、前田正史理事（副学長）、田中明彦理
事（副学長）、江川雅子理事、磯部雅彦副学長、物性研
究所家泰弘所長、宇宙線研究所梶田隆章所長が出席し、 
「University Finance ‒ Funding Advanced Research in 

the Face of Tightening Financial Conditions」をテーマ
に、前田理事（副学長）、家所長によるスピーチ、梶田
所長から研究紹介のプレゼンテーションが行われ、活発
な意見交換が行われた。本会議に先立ち、カウンシル・
メンバーは極超音速高エンタルピー風洞実験および国際
超強磁場科学研究施設を見学した。また本会議後は、数
物連携宇宙研究機構棟藤原交流広場にて研究者との交流
会が催された。
　本会議前日の 18 日（木）には、本郷キャンパスにて
カウンシル・メンバーと本学学生との５つのセッション
が設けられた。そのうちチョン・ウンチャン韓国前国務
総理による学生セッションは情報学環附属現代韓国研究
センターとの共催で実施された。

　次回第９回プレジデンツ・カウンシルは、スイス、ジュ
ネーブにおいて 2011 年６月２、３日に開催される予定
である。

第８回プレジデンツ・カウンシル本会議の様子

数物連携宇宙研究機構棟にて交流会
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一般

本部留学生・外国人研究者支援課

平成 22 年度第２回 ｢外国人留学生
支援基金奨学生証書授与式｣ 開催さ
れる

　教職員ならびに卒業生の方々からの寄附金で運用され
ている「外国人留学生支援基金」は、平成 22 年度第２
回奨学生（奨学金月額５万円／支給期間：平成 22 年 10
月～平成 23 年３月）として 10 名の留学生を採用し、11
月 26 日（金）に奨学生証書授与式を開催した。

謝辞を述べる宋　驍嵬さん

　式は、田中明彦理事・副学長（留学生支援基金運営委
員会委員長）及び小島憲道理事・副学長（同委員会副委
員長）の臨席の下、田中理事・副学長から奨学生に証書
が授与され、「本奨学金は教職員、卒業生の方々からの
寄附金から支給されるものである。優秀な留学生の皆さ
んには、研究・勉学の成果を期待している」との挨拶が
あった後、奨学生を代表して大学院工学系研究科博士課
程の宋　驍嵬さん（中国）から、「多くの方に支援され
て勉学に打ち込める環境を整えて頂けたことを心から感
謝いたします。そして、この大切な支援基金奨学金を大
事に使って、より勉強と研究に集中して、研究成果で貴
基金の恩恵に報いるつもりです」との謝辞が述べられた。
　なお、本奨学金受給者は、前身の外国人留学生後援会
から通算して今回で 330 名となった。ここに本基金の趣
旨にご賛同いただいている皆様のご支援に対し、改めて
御礼申し上げる次第である。

東京大学外国人留学生支援基金平成 22年度第 2回
奨学生一同

一般

学生相談ネットワーク本部

講演会「発達障害と共に生きる」を
開催

　11 月 30 日 ( 火 )、学生相談ネットワーク本部主催講演
会「発達障害と共に生きる」が小柴ホールにて開催され、
会場を埋めつくす 200 名を超える来場者があった。
　学生相談ネットワーク本部では、10 月１日に、「コミュ
ニケーション・サポートルーム」を開設した。ここは、
学生の皆さんが自分自身のコミュニケーション能力に関
する悩み、注意力の問題、他の人と違う考え方・感じ方
に関する悩みなどについて相談する窓口であり、その開
設記念として本講演会を開催した。
　古田元夫学生相談ネットワーク本部長の開会の挨拶、
小島憲道理事（副学長）による挨拶に続き、発達障害支
援に精力的に活動されている本学名誉教授であり、昭和
大学烏山病院長の加藤進昌先生と、本学卒業生で当事者
でもある片岡聡氏から貴重なお話をうかがった。その後、
自分らしい生き方、人間関係のあり方などについてディ
スカッションがあり、大きなテーマで悩む青年期をどの
ように理解すればよいのかを会場の学生、教職員、保護
者と共に考える講演会になった。

加藤　進昌氏の講演
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片岡　聡氏の講演

ディスカッション風景

一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

「データ統合・解析システム」（DIAS）
終了時評価報告会を開催しました

「データ統合・解析システム」(DIAS) ロゴ

　12 月３日（金）9時 30 分～ 18 時、本学駒場Ⅱリサー
チキャンパスの生産技術研究所An棟２階コンベンショ
ンホールにおいて、国家基幹技術－海洋地球観測探査
システム－「データ統合・解析システム」（DIAS）の終
了時評価報告会が、地球観測データ統融合連携研究機構
（EDITORIA）主催により開催された。
　「データ統合・解析システム」は、文部科学省研究開
発局からの委託により、第三期科学技術基本計画の中
で、国家基幹技術－海洋地球観測探査システム－の一翼
を担う研究として位置づけられ、平成 18 年 10 月に、５
年間のプロジェクトとしてスタートした。平成 22 年度

は、その研究期間の最終年度に当たっており、プロジェ
クトの終了時評価報告として、各課題研究の過去五年間
の成果発表を行い、当報告会に出席した研究開発推進委
員、および企業・一般からの参加者とともに議論し、今
後の方向性を見定めていく機会を得た。
　会議の冒頭では、本学生産技術研究所の野城智也所長、
文部科学省大臣官房審議官の加藤善一氏、海洋研究開発
機構横浜研究所の今村努所長が、それぞれ開会のご挨拶
を述べられた。

ご挨拶をされる加藤善一氏（文部科学省大臣官房審議官）

　会議の構成は、大きく二つのセッションに分かれてお
り、午前中から午後の前半にかけて、「データ統合・解
析システム」が蓄積してきた統合・融合データを活用し
て、社会に役立つ新たな情報の創出を目指してきた、12
の利用研究分野からの課題報告があった。各課題代表
者、発表タイトル、研究成果の詳細については、下記の
URLより発表資料をご参照いただきたい。
http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/dias/symposium/3-8.
html
　午後のセッション後半部分では、「データ統合・解析
システム」統融合コアシステム開発、相互利用性システ
ム開発、実用化技術開発、地球観測データ投入、の各課
題から、データ統合のシステム基盤開発等について現状
報告があった。
　また会議終盤では、次の四名のDIAS 研究開発推進委
員の先生方から、それぞれ終了時評価として、コメント
をいただいた。簡略して以下にご紹介する。

◎科学技術学術審議会の瀧澤美奈子臨時委員のコメン
ト：DIAS での水循環観測研究が、アジアやアフリカの
水問題を解決するような成果を上げていることに対し
て、日本が科学技術の分野で世界に貢献できるというの
が素晴らしいと思います。それに尽きると思います。
◎北海道大学の若土正曉名誉教授のコメント：今まで夢
でしか考えられなかった、異分野の人たちと連携してい
くということが可能になってきた。形だけの学際ではな
く、本当の意味でのリンク、本当のクロスオーバーな研
究の中から、新しい学問が作られるのではないかと思い
ます。大いに期待しています。
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◎海洋研究開発機構の和田英太郎特任上席研究員のコメ
ント：フィールドサイエンスのパラダイムシフトを作っ
たという点で、DIAS プロジェクトは成功したと思いま
す。DIAS が目指した方向は、社会的意義も大変大きい
と思います。
◎本学の浅井冨雄名誉教授のコメント：地球環境という、
非常に多分野の、膨大な、長期的で、広域的な観測デー
タを効果的に使えるようなデータセンターの機能を構築
していく、そういう仕事が、今後の重要な課題になるの
ではないかと思います。

　最後に、DIAS プロジェクト代表、小池俊雄教授が、
閉会の挨拶に代えて次のように締めくくった。「地球環
境データの新たな利用のしかたを考え、夢のような分野
連携、夢のようなパラダイムシフト、ダイナミックなデー
タ統融合を実現できる組織づくりを目指して、日本の科
学技術の世界への貢献として役立つような枠組みを考え
ていきたいと思います。」

　プロジェクトの終了は、３月末日ですが、これまでの
5年間の成果を広く一般の方々にも公開することを目的
に、初夏のころに本学にて、もういちど、DIAS フォー
ラムを開催する予定です。皆さまのお越しをお待ちして
います。学内広報にも５年間にわたり、わたしどもの投
稿記事を掲載していただきました。お読みいただきまし
た皆様、誠にありがとうございました。
　本件についてのお問い合わせは、地球観測データ統融
合連携研究機構事務局までお願いします。
03-5841-6132
editoira@editoria.u-tokyo.ac.jp

一般

本部学務課

平成 22 年度教育実習・介護等体験
報告会及び懇談会を開催

　12 月３日（金）16 時 30 分から法文２号館教員談話室
において、教育実習・介護等体験報告会が、その終了後、
18 時から山上会館に場所を移して教育実習・介護等体
験懇談会が、教育運営委員会教職課程部会の主催で、教
育学研究科・教育学部が取りまとめ部局となり開催され
た。また、昨年度までは懇談会の中で学生からの報告の
場を設けていたが、今年度は開催方法を工夫し、報告会
を単独で開催した後、懇談会とジョイントさせる形で行
うこととした。
　教育実習・介護等体験報告会では、今年度教育実習や
介護等体験に参加した学部及び大学院の６名の学生から
報告が行われた。
　学生からは、学校現場で働く先生方の苦労が身にしみ
てわかった、福祉施設で故郷の踊りを披露したらお年寄
りに喜んでもらえた等の報告があった。深く実感したこ
とやエピソードを自分の言葉で誠実に語る姿が印象的で

あった。学生の報告を傾聴した教職員からは、時折笑い
声も漏れ聞こえるなか、暖かな励ましの言葉や素晴らし
い報告であったとの評価が寄せられた。最後に今井康雄
教育学部附属中等教育学校校長の、今後の進路等に役立
つ貴重な経験である、との講評コメントをもって和やか
に終了となった。

報告会で教職員からの質問に答える学生たち

　その後、山上会館で開催された教育実習・介護等体験
懇談会は、武藤芳照教育学部長の御礼と開会の挨拶に続
き、佐藤愼一理事（副学長）による挨拶と乾杯の発声で
始まった。前田正史理事（副学長）をはじめ、関係教職
員、学生、教育実習の全般に協力した教育学部附属中等
教育学校の教諭陣や、介護等体験でお世話になった社会
福祉施設の関係者等にもご出席いただき、80 名を超え
る出席者となった。

御礼と開会の挨拶を述べる武藤芳照教育学部長（左）
大学を代表して挨拶を述べる佐藤愼一理事（副学長）（右）

　しばらくの懇談後、教育学部附属中等教育学校を代表
して石橋太加志教諭から、教育実習生を受け入れた感想
等が述べられ、続いて、多摩済生園・多摩済生ケアセン
ターの井上和男施設長からは、東大生に対する感想や期
待の言葉とともに、本学への貴重なご意見もいただいた。
懇談会が終始和やかな雰囲気で進行する中、お世話に
なった関係者に御礼やこれからの抱負を熱心に述べる学
生の姿も見受けられた。
　最後に、例年最も多くの学生が教育実習や介護等体験
に参加している文学部を代表し、小松久男文学部長から
の締め括りのコメントがあり、盛況のうちに閉会した。

9No.1408   2011. 1. 25



感想を述べる石橋太加志附属中等教育学校教諭（左）
東大生への期待を述べる井上和男施設長（右）

一般

本部学生支援課

第 57 回総長杯争奪水上運動会が開
催される

　12 月４日（土）、埼玉県の戸田オリンピックボートコー
スにおいて、恒例の運動会行事「総長杯争奪水上運動会」
が開催された。
　本大会は本学関係者によるボートレース大会で、競技
経験に関わりなく楽しめる総長杯のスポーツイベントと
して、またボートレースを体験する数少ない機会として
例年好評を博している。学生や教職員ら総勢 152 名が参
加し、天候にも恵まれ盛会となった。
　メインレース【レガッタの部】は「ナックルフォア」
と呼ばれる４人漕ぎの艇を用い、250 ｍレース２回の合
計タイムを競うものである。参加者は４人１チームで漕
ぎ手（クルー）となり、各チームに漕艇部員がコックス（舵
取り）として加わって、大会を通じて丁寧に指導するこ
とになっている。競技に使用するボートは公園ボートと
違い、脚を主体に体全体を使って漕ぐもので、多くの参
加者にとっては経験のない動きではあったが、どの艇も
すぐに上達し、４人が一丸となった迫力あるレース展開
を見せた。若手職員チーム、「きのこオムレット」が２
大会連続となる優勝を遂げ、再び総長杯を手にした。
　メインレース【レガッタの部】のほか、陸上では「エ
ルゴメーター」というボートのトレーニングマシンを
用いたチームリレーが行われ、会場は始終歓声が絶えな
かった。
　レース後、東京大学戸田橋艇庫にて催された懇親会で
は、おでんや蕎麦稲荷（すし飯の代わりに蕎麦を詰めた
稲荷）が振舞われ、初参加の学生や、大会リピーターの
卒業生や教職員らが親睦を深めた。
　本大会の結果は以下のとおりである。

【レガッタの部】　<東京大学総長杯 >

順位 チーム名 タイム ハンデ 換算
タイム

1 きのこオムレット 2分 35.19 秒 -6 2 分 29.19 秒
2 イケメソチーム 2分 51.55 秒 -12 2 分 39.55 秒
3 ＴＭＣ 2分 50.22 秒 -6 2 分 44.22 秒
4 ＴＫＯ 48 2 分 47.68 秒 0 2 分 47.68 秒
5 木質パネリーズ 2分 49.22 秒 0 2 分 49.22 秒

※ 250 ｍのタイムトライアル２回の合計
※順位決定の際、経験者は一人につき＋ 12 秒、女性は
一人につき－６秒、50 歳以上は一人につき－３秒で計
算されます

【エルゴメーターの部】
順位 チーム名 タイム
1 korea all-star 2 分 40.00 秒
2 森の屍 2分 42.10 秒
3 nakl( なくる ) 2 分 43.50 秒
4 The ブルガリア 2分 43.50 秒
5 ＮＯ ＷＯＲＫ Ｉ 2 分 46.00 秒

※４人チームで男子 200 ｍ、女子 150 ｍのチームリレー。

コックス（舵取り）によるレクチャー

レースの様子

エルゴメーターで進行距離を測定
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一般

総括プロジェクト機構

「日本の航空の明日を考える～日本
の航空 100 年記念フォーラム～」
開催

　12 月７日（火）、安田講堂において、航空イノベーショ
ン総括寄附講座（以下 CAIR）、航空イノベーション研
究会、及び政策ビジョン研究センターの共催により、「日
本の航空の明日を考える～日本の航空 100 年記念フォー
ラム～」が開催された。本年は、日本で最初の動力飛行
からちょうど 100 年目に当たり、この節目の年に、これ
までの日本の航空の歴史を振り返るとともに、今後の航
空が抱える課題とそれへの提言について、特に国内航空
ネットワークの維持・活性化に焦点を当てて議論するこ
とを目的に本フォーラムは開催され、当日は、400 名近
い参加があった。
　冒頭、松本洋一郎理事（副学長）より、羽田空港の
再拡張・再国際化やMRJ の開発など、転換期にあるわ
が国の航空のさらなる発展に期待する旨の挨拶があった
後、世界航空学会会長のテ・オーム教授（カナダ　ブリ
ティッシュコロンビア大学）より世界の航空の発展につ
いて基調講演があった。基調講演では、オープンスカイ
政策の経済的合理性を強調した上で、将来的には北東ア
ジアで段階的にオープンスカイブロックを目指すべきで
あり、東京は少なくとも２つのハブ空港が必要等の提言
がなされた。
　続いて、日本航空協会の酒井正子氏より、「日本の航
空 100 年を振り返る」と題して、これまでの航空政策の
経緯を説明するとともに、首都圏空港の容量拡大を機に、
航空機の小型化促進に舵を切るべきとの講演があった。
　三菱航空機株式会社の戸田信雄氏より、リージョナル
ジェット機の市場動向や現在開発中のMRJ の環境性能
等について説明がなされ、リージョナルジェット機の将
来展望が示された。また、国土交通省航空局の篠原康弘
氏より、現在日本の航空が直面している課題とそれへの
政府の対応として、成長戦略会議の内容を中心に説明が
あった。
　後半は、CAIR の岡野まさ子特任准教授より、地域航
空維持のための各国の支援制度や新たな取り組みについ
て説明があり、その後、CAIR 代表の鈴木真二教授（工
学系研究科航空宇宙工学専攻）がコーディネーターと
なってパネルディスカッションが開催された。パネル
ディスカッションには、石川県の浅井俊隆氏、全日本
空輸の阿部信一氏、フジドリームエアラインズの内山拓
郎氏、三菱商事の宍戸昌憲氏、公共政策大学院の日原勝
也特任教授、CAIR の岡野特任准教授が参加し、能登空
港における搭乗率保証制度や北九州のエアＱ構想等、地
域航空の維持・活性化のための取り組みやリージョナル
ジェットの可能性について紹介された。また、不採算路
線であっても政策的に維持すべきかどうか、地域航空を
維持・活性化させるためにはどのような仕組みや取り組
みが必要かについて活発な議論・提言がなされた。パネ

ルディスカッションの最後には、鈴木教授より、国民が
平等に高速輸送手段を確保できるよう、高速交通システ
ムのグランドデザインを描いたうえで、自治体と運航者
との協働、公租公課の引き下げや機材・整備費等の共有
化による運航費削減、また、リージョナルジェットによ
る航空ネットワークの再構築と近距離アジアとのネット
ワーク拡充等の取り組みが求められるとの総括がなされ
た。
　最後に、政策ビジョン研究センターシニア・フェロー
の森田朗教授（法学政治学研究科）より、総合大学と
しての本学の強みを生かした研究・教育活動及び情報発
信を通じて航空の発展に貢献していきたいとの挨拶があ
り、閉会となった。

日本の航空 100年記念フォーラムのポスター

　CAIR では今後も航空の諸課題に焦点をあてたシン
ポジウム等を開催することとしております。詳細は
http://aviation.u-tokyo.ac.jp/ をご覧ください。

一般

海洋アライアンス

中学生を対象にしたミニ講義を行う

　12 月８日（水）、海洋アライアンス（機構長　浦環生
産技術研究所教授）は山口県の慶進中学校・高等学校（縄
田研吾校長）の中学生 70 名の訪問を受け、ミニ講義と
パネルディスカッションを行った。
　慶進中学校・高等学校は私立の中高一貫教育校で、修
学旅行では本校を訪れることを恒例としている。昨年ま
では、同郷のよしみで農学生命科学研究科の空閑教授が
応対していたが、昨年 3月に退職されたことから、海洋
アライアンスが引き継ぐ形となった。
　今回応対したのは、山口県出身である工学系研究科の
岡屋克則助教、昨年に出前授業で同校を訪問した海洋ア
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ライアンスの福島朋彦特任准教授、同じく海洋アライア
ンスの安澤美合事務補佐員、そして昨年 3月に同校を卒
業した教養学部１年の河杉翔伍君の５名である。
　中学生たちを乗せたバスが正門に到着すると、早速、
ミニキャンパスツアーが始まった。恩師との再会を果た
した河杉君がガイドを務め、いちょう並木、安田講堂、
三四郎池、そして小柴特別栄誉教授のノーベル賞メダル
が飾られている理学部１号館を案内した。
　続いて行われた岡屋助教によるミニ講義の会場は旧理
学部１号館（150 号室）である。生徒たちは、初めてみ
る大学の講義室の雰囲気に戸惑いながらも目を輝かせて
いた。講師は、自らの研究を紹介するとともに、同郷の
後輩たちに対する次のような温かいメッセージを送っ
た。

・興味のあることはとことんやってみよう！
・夢を持とう！
・世界へ出かけよう！
・周囲に惑わされず、自分の感覚を大切に！

　次に、福島特任准教授が司会を務め、岡屋助教、河杉
君の３人によるパネルディスカッションが行われた。

パネルディスカッション風景

　最初は緊張していた生徒達であったが、終盤になると
バスの時間を気にする司会者の心配をよそに、質問が相
次ぐようになった。岡屋助教の体験に基づく興味深いア
ドバイス、河杉君の飾りのないユーモアに富んだコメン
トに生徒達は感心し、同郷の先輩方の話を心に刻んでい
るようであった。
　そして最後は生徒代表によるお礼の言葉で締めくくら
れた。
　数日後、生徒たちを引率した加治英雄教諭から、本学
の温かい応対に感謝するとともに、河杉君の元気な姿が
嬉しかったとの連絡があった。また、岡屋助教と福島特
任准教授には生徒全員からの感謝の手紙が束となって届
けられた。

中学生との集合写真

　本件は、10 月に海洋アライアンス内に発足した海洋
リテラシープログラム（プログラム長　浦辺徹郎理学系
研究科教授）の下に設置された海洋リテラシー研究グ
ループ（グループ長　黒倉壽農学生命科学研究科教授）
による研究活動の一環として実施したものである。
　同グループは、海のない地域の子供たちに海の面白さ
を伝える手段を検討するため、地方の中学生の意見を集
めている。快くアンケート調査に協力してくれた慶進中
学の生徒たちの声は貴重な検討材料となる。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/ 

一般

国際化推進学部入試担当室

「国際化推進学部入試担当室開室記
念式典」開催

　12 月 13 日（月）16 時から、駒場Ⅰキャンパスアドミ
ニストレーション棟３階学際交流ホールにおいて、　　
国際化推進学部入試担当室開室記念式典が開催された。
記念式典には、濱田純一総長をはじめ、役員、部局長、
本部部課長、事務（部）長等の学内関係教職員約 100 名
が出席した。
　第１部の講演会では、内野儀国際化推進学部入試担当
室長から同室が設置された経緯の説明があった後、矢口
祐人同室副室長からＡＯ入試に関するこれまでの調査結
果が報告された。その後、活発な質疑応答が行われ、予
定時間をこえて、有意義な講演会となった。
　第１部の講演会終了後、第２部の懇談会までの間、濱
田総長は 102 号館に設置された国際化推進学部入試担当
室を視察した。
　懇談会では、内野室長から開会の辞が述べられ、濱田
総長、田中明彦理事（副学長）、山影進総合文化研究科
長から挨拶があった。続いて、小島憲道理事（副学長）
の発声で乾杯となり、懇談が開始された。懇談は、和や
かな雰囲気の中にも、参加した関係者から、今後の同室
の活動内容や国外からの優秀な学生を積極的に受け入れ
るための制度設計などについて、熱心な意見交換が行わ
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れた。最後に、江川雅子理事から挨拶があり、矢口副室
長の閉会の辞で散会した。

ＡＯ入試に関する調査報告を行う矢口副室長

挨拶をする濱田総長

乾杯をする小島理事（副学長）

一般

本部学務課

「学生支援センター」の館銘板設置

　学生等へのサービス向上を目的として本郷キャンパス
御殿下記念館モール階に整備した「学生支援センター」
の館銘板が 12 月 16 日（木）に上掲された。
　上掲された館銘板は、農学生命科学研究科の協力を得
て千葉演習林から伐り出した欅の板に、濱田総長直筆の
文字を投写したものである。

―　上掲した館銘板　―
左から小島理事（副学長）、濱田総長、佐藤理事（副学長）

　新たに整備された建物は、地下１階、地上３階建で、
併せてバリアフリー対応型のスロープ、エレベーター、
多目的トイレが設置されている。
　また、学生が自由に休憩・休息がとれるスペース、日
本人学生と留学生が交流を図れるスペース、運動部・サー
クル等の学生団体が会議を行うなどのスペースとして、
「学生用ラウンジ」、「学生用ギャラリー」及び「学生用ディ
スカッションルーム」が備えられている。
　各種届出等の利便性が向上しただけにとどまらず、学
生交流スペースが拡充された他、地下１階の「学生ギャ
ラリー」には、学生団体が撮影した写真や制作した作品
が展示され、また、３階のテラスからは、御殿下グラウ
ンドを一望できるなど、絶好のロケーションで、学生間
の交流が促進されることが期待されている。
　学生の皆さんには、是非とも芸術作品の観覧や交流を
はかるために利用していただきたい。
　ディスカッションルーム等の利用方法は、本部学生支
援課（内線 22512 ～ 22514）までお問い合わせください。

　「学生支援センター」の場所及び移転・集約された学
生及び外国人研究者等を支援する窓口・事務室は次のと
おりである。

１．「学生支援センター」（場所：本郷キャンパス御殿下
記念館北側）
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位置図

外観

２．移転・新設した施設等

地
下
１
階

課外活動支援窓口
本部学生支援課
（学生生活チー
ム・体育チーム）

第二食堂建
物２階から
移転

バリアフリー支援
窓口

バリアフリー支
援室本郷支所

理学部旧１
号館１階か
ら移転

学生用ギャラリー

１
階

奨学金・授業料等
免除・学生宿舎・
アルバイト窓口

本部奨学厚生課
（奨学チーム・厚
生チーム）

安田講堂北
側１・２階
から移転

学生用ラウンジ

２
階

留学生・外国人研
究者支援窓口

本部留学生・外
国人研究者支援
課（企画チーム・
生活支援チーム）

第二本部棟
１階から移
転

国際センター相談室サポートデスク（本郷オフィス）
３
階学生用ディスカッションルーム１・２

一般

本部総務課

2010 年度業務改善総長賞表彰式の
開催

　12 月 17 日（金）、安田講堂において、2010 年度業務
改善総長賞表彰式が業務改善プロジェクト推進本部の主
催で開催された。
　業務改善プロジェクト推進本部では今年度も業務改善
の募集を行い、31 件の応募があった。表彰式では、応
募課題の中から厳正な審査の結果選出された総長賞（国
内研修）1件、理事賞 1件、特別賞 1件に対し、濱田純
一総長及び久保公人理事から表彰状・副賞が授与された。

総長から表彰状を受け取る受賞者

○総長賞（国内研修）
　「契約審査案件のシステム管理」
　契約審査効率化WG（代表者：峯崎　裕）

○理事賞（自己研鑽費用補助）
　「自作貸出装置による平日夜間および土・日曜日の図
書貸出サービスの実現」
　物性研究所図書室（代表者：根岸　正己）

○特別賞（コミュニケーションセンター商品）
　「学内資金の有効活用」
　財務部財務課（代表者：田畑　磨）

　表彰に引き続き、受賞者による取組課題プレゼンテー
ションが行われた。業務改善の着眼点や実際の課題解決
の経過、意気込みや熱意が伝わり、来年度に向けての取
り組みが期待される内容であった。
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受賞者によるプレゼンテーションの様子

※以下URL にて、プレゼンテーション資料をご覧いた
だけます。
http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/index.php/ 業
務改善総長賞受賞課題の一覧
（東大ポータル＞便利帳＞総務部＞総務課＞業務改善総
長賞受賞課題の一覧）

　続いて、濱田総長が職員への講話を行った。
　これまでの業務改善の成果を高く評価するとともに、
今後も、個々の自律改善と併せて、長期的・組織的な規
模での業務改善をすすめていきたいと語られた。また、
今後の課題について、意識改革と組織・制度の見直しを
挙げられ、「日々の工夫の実践、スマートな働き方、気
働き、をしっかり考えて仕事に取り組むことが、成果を
生むと同時に自分自身の能力をつけていくきっかけにな
る。また、決して無駄ではない仕事でも優先順位をつけ
て、低いものについては切り捨てるという議論もしてい
く必要がある。今後、そういう観点からも提案いただき
たい。」と、次の展開に向けたメッセージが送られた。
　なお、当日は約 400 名の教職員が参加し、表彰式をと
もに祝った。

受賞者一同。総長を囲んで記念撮影

一般

本部企画課

「行動シナリオ」と「職員アンケート」
の説明会、開催される

　12 月 17 日（金）に安田講堂で業務改善総長賞の表彰
式に引き続き、11 時から濱田純一総長と久保公人理事
による職員向けの説明会が行われた。まず濱田総長から
「東京大学の行動シナリオ FOREST2015」の説明があり、
次に久保理事から「職員アンケートの調査結果の紹介」
が行われ、最後に表彰式から引き続き参加した約 400 名
との間で意見交換が行われた。
　濱田総長の「行動シナリオ」の説明では、「森を動かす。
世界を担う知の拠点へ」という総長就任時の所信が改め
て紹介され、将来を見据え、東京大学の新しい基礎を創
り上げる決意が語られた。そしてそのために今後４年余
に渡って「行動シナリオ」を遂行していくことの重要性
が述べられた。
　総長の説明に続き、８月 25 日から９月 15 日の間に常
勤の職員を対象に実施した職員アンケートの集計結果に
ついて、久保理事が紹介を行った。アンケートの結果、
事務組織についてのこれまでの改革の取組みが着実に実
施されていることが確認できた一方で、現在の事務組
織が抱えている課題が浮き彫りにされたことが述べられ
た。こうした課題を、今後、「事務職員等の人事・組織・
業務の改善プラン」の見直しや、「行動シナリオ」の重
点テーマに掲げられている「プロフェッショナルとして
の職員の養成」の推進を行う際のヒントとする、と説明
があった。
　総長と理事の説明の後の質疑応答の時間では、「プロ
フェッショナルな職員を養成するために職員の評価や育
成をどのように改善すればよいか」、「厳しい予算の中で、
どのように学生サービスを充実させていけばよいか」等
の意見交換が行われた。総長自らがマイクを持ち発言者
を指名するなど、大学の講義を想起させる場面もあった。

参加者と対話をする濱田総長と久保理事
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一般

本部キャリアサポート課

公開シンポジウム「大学教育と職業
との接続を考える」第２回開催

　12 月 20 日（月）、安田講堂にて日本学術会議、朝日
新聞社、本学の主催により、シンポジウム「大学教育と
職業との接続を考える」の第２回「大学教育と産業社会
の関係について考える」が開催された。第１回目は 11
月 22 日（月）に「大学生の就職をめぐる諸問題と当面
の打開策」と題して行われた。
　開会にあたり、坂本弘子 朝日新聞社社長室教育事業
センター長の挨拶の後、コーディネーターの本田由紀 
本学大学院教育学研究科教授から、第１回シンポジウム
での議論の総括と第２回の趣旨説明が行われた。続いて、
北原和夫 国際基督教大学教養学部教授（日本学術会議
大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会委員長）、
北森武彦 本学大学院工学系研究科長・工学部長、井上
洋 日本経団連社会広報本部長、前原金一 経済同友会副
代表幹事・専務理事、広井良典 千葉大学法経学部教授
による講演が行われた。後半は、もう一人のコーディネー
ターである山上浩二郎 朝日新聞社編集委員が前半の講
演内容を総括し、パネルディスカッションがスタートし
た。前半の講演者であった北森武彦 本学教授、広井良
典 千葉大教授、前原金一氏に、居神浩 神戸国際大学経
済学部教授、大久保秀夫 フォーバル会長・東京商工会
議所特別顧問を加えた５名のメンバーにより、前半の講
演で提起された問題点等を中心に熱心な議論が展開され
た。最後に、２回のシンポジウム全体を総括して、北原
和夫国際基督教大学教授から、大学、企業、関係機関・
団体に対して、改善に向けた取り組みが提案され、小島
憲道理事（副学長）の挨拶によって２回にわたるシンポ
ジウムが締めくくられた。
　当日は、大学関係者のほか、経済界、企業等の幅広い
分野から約 450 名が参加し、関心の高さがうかがえた。
　第１回と第２回のシンポジウムを通じて、立場の違い
から論点によっては議論が対立する場面はあったもの
の、幅広い分野からそれぞれが真剣に議論を闘わせたこ
とで、参加者は行き詰っている現状について認識を共有
できた。また、議論の内容が打開策への糸口となったこ
とが期待でき、解決のための道筋に向けて示唆に富む内
容となった。政府もこの問題に重大な関心を寄せ、様々
な対策を講じているところであり、時宜を得た有意義な
シンポジウムとなった。

講演を行う北森武彦 大学院工学系研究科長・工学部長

熱心に議論するパネリストと２名のコーディネーター

閉会の挨拶の小島憲道理事（副学長）
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一般

海洋アライアンス

海洋リテラシープログラム「海洋教
育促進研究センター（日本財団）プ
ログラム」発足　調印式・記者会見

　本学と日本財団は、海洋教育の推進をうたった「海洋
基本法」に対応した、初等・中等教育における海洋教育
普及推進に関する研究事業を行うため、海洋アライアン
ス（浦環　機構長）の「海洋リテラシープログラム」（プ
ログラム長：浦辺徹　理学系研究科教授）の下に、10
月１日付けで「海洋教育促進研究センター（日本財団）
プログラム」（以下「センター」と言う。）（センター長：
佐藤学　教育学研究科教授）を発足させた。
　12 月 20 日（月）、濱田純一総長、日本財団笹川陽平
会長を迎えて、本部棟 12 階会議室において、センター
発足にかかる調印式及び記者会見が行われた。

合意書を取り交わす濱田総長と日本財団笹川会長

　センターには、海洋教育政策学ユニット（ユニット長：
佐藤学　教育学研究科教授）、海洋人材育成学ユニット
（ユニット長：赤坂甲治　理学系研究科教授）、の二つの
ユニットに４名の特任教員が配置され、教育学・教育政
策学と、学際的海洋学とが融合した体制となっている。

　センターは、全国の大学、小・中・高等学校等と連携
し、海洋教育の普及推進に関わる研究と実践のハブ拠点
として、初等・中等教育レベルにおいて海洋教育を普及
推進することを目的とする国内最大規模のプログラムで
あり、学際的教育素材の研究と開発を行うと共に、学生・
大学院生の参画を通して、海洋教育人材育成を図ること
を目的としている。
　さらに次の学習指導要領改正に向けて、海洋教育の重
要性を行政に提言していくことを計画している。

海洋アライアンスホームページ
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

一般

本部研究推進課

柏市と連携協力に関する協定を締結

　12 月 21 日（火）、本学は千葉県柏市との間に連携協
力に関する協定を締結した。柏市とは従前から様々な形
で連携協力を行ってきているが、本協定は学術研究、人
材の育成及び地域社会への貢献を目的として締結された
ものである。今後は柏キャンパスの部局等をはじめ、こ
れまで以上に本学と柏市との連携協力をより一層進めて
いくこととしている。
　なお、本協定の署名には、本学からは濱田純一総長、
松本洋一郎理事（副学長）、難波成任総長特任補佐、大
和裕幸新領域創成科学研究科長、保坂寛同研究科教授が、
柏市からは秋山浩保市長、猿渡企画部長、吉川企画調整
課長が出席した。

濱田純一総長（前列中央左）と秋山浩保柏市長（前列中央右）
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部部局
ニュース

部局

大学院理学系研究科・理学部

留学生見学旅行、実施される

　７月３日（土）から４日（日）にかけて、大学院理学
系研究科・理学部では留学生の見学旅行を実施した。今
年は１泊２日で奥州平泉への旅行を企画し、留学生 15
名と国際交流室のスタッフ３名の計 18 名が参加した。
　１日目は９時過ぎの東北新幹線で東京駅を出発し、一
関へ向かった。東北本線に乗り換え平泉に到着後は、レ
ンタサイクルを借り市内観光へ。北上川に面した丘陵に
あり源義経公終焉の地と伝えられる高館義経堂や、中尊
寺金色堂等の平泉周辺の名所・旧跡を見学した。夜は宿
で夕食を頂いたのち、学生同士の交流を深めるために賞
品をかけゲームを行った。普段、研究室や専攻が違う留
学生と仲良くなる機会が意外に無いということで、皆非
常に盛り上がっていたのが印象的であった。
　２日目はまず午前に日本三大渓の一つである猊鼻渓で
船下りをした。暑い盛りで日差しがきついのが難点では
あったが、船先を泳ぐ川魚がはっきり見える程澄んだ水
と、両岸の美しい緑に囲まれた風光明媚な渓谷を、熟練
の船頭さんの軽妙なトークとともに満喫した。午後から
は東山和紙で紙すき体験に挑戦。手漉きの和紙を様々な
色で染めたり、草花を入れたりと思い思いの模様を作り
ながら楽しんだ。その後は三億五千万年前の地歴を誇る
という鍾乳洞、幽玄洞を見学。内部には日本で初めて岩
盤上で発見されたウミユリの萼や三葉虫、古代サンゴの
化石等が見られ、太古の昔が偲ばれた。また洞窟の中は
かなり気温が低く、涼をとるには格好の場所であった。
　この旅行中何人かの学生から、研究で忙しく日本滞
在中ほとんど旅行に行く時間が無いという話を聞いた。
せっかく縁あって日本に留学に来たのだから、研究に打
ち込むのはもちろんのこと、日本という国に対する見聞
を少しでも深めてほしいし、できるだけそうした機会を
提供したいと感じた。学生からは楽しかった、また来年
も参加したいという感想が多く寄せられ、日本文化の見
学や親睦を深めるという点からも有意義な時間を過ごせ
たのではないかと思う。

みんなでハイ、チーズ！

猊鼻渓船下り

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

公開講座「ペレット・薪利用で創る癒
しの森」

　大学院農学生命科学研究科附属演習林・富士演習林（山
梨県山中湖村）では、保健休養機能の高い森林を提供す
る技術的課題もさることながら、最近では、地域全体で
保健休養機能に優れた森林空間をいかに実現するかとい
う政策的課題に取り組み始めている。その新たな試みと
して、国土緑化推進機構「緑の水の森林基金」による助
成と山中湖村の協賛を得て、９月 12 日（日）山中湖村
在住者を対象として公開講座「ペレット・薪利用で創る
癒しの森」を開催した。ペレットとは、木材を破砕して
粒状に成形した燃料を言う。
　森林を手入れする際に出る木材が燃料などの形で使わ
れれば、森林整備の助けとなる。それを村内の森林所有
者と薪・ペレットストーブに興味を持つ別荘住民に知っ
てもらうことは、地域の燃材需要と森林整備を結ぶ第一
歩になるとの考えから、この公開講座が企画された。
　当日は、旧来の村民として９人、別荘地から 15 人、
村役場から３人の参加があった。午前中は、演習林内を
散策しながら、長年放置した森林と定期的に手入れをし
ている森林の景観の違いを確認した後、間伐作業を実演
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した。間伐した木を燃料として利用するために、楽に搬
出できることは重要な要件である。ロープウィンチとい
う、軽量かつ安全な機器を紹介し、参加者にもこの機器
による木材搬出を体験してもらった。
　引きだした丸太は、薪に適したサイズに切ってペレッ
ト製造会場に運んだ。そこでは、薪割り→一次破砕→乾
燥→二次破砕→成形というペレット製造の一連の過程を
見学してもらった。参加者には、各種道具を使った薪割
りも体験してもらった。
　昼食時は、山中寮内藤セミナーハウスの中庭にペレッ
トや薪を燃料とする燃焼機器が各種並び、燃焼実演を兼
ねて昼食が調理された。参加者の皆さんは、目の前で作
られた焼きトウモロコシ、ローストポーク、蒸し焼き野
菜、スープ、パンなどを片手に、興味深げに燃焼機器に
ついて質問していた。
　午後は、意見交換会「癒しの森の夢を語る」として、
齋藤助教と新潟の実践家から話題提供があった後、参加
者との活発な意見交換が行われた。

ロープウィンチでの木材搬出を体験する参加者

絶品の料理も森が与えてくれる癒しの一つ

部局

柏キャンパス・リエゾン室

柏キャンパス10周年記念一般講演会

　10 月 16 日（土）に、柏キャンパスがこの地に設立さ
れて 10 周年になるのを記念して、一般講演会が開催さ
れた。この講演会は東京大学柏キャンパス共同学術経営
委員会が主催で、柏市が共催となり、柏キャンパスに隣
接するさわやかちば県民プラザホールで行われた。
　柏キャンパス共同学術経営委員会委員長の梶田隆章教
授（宇宙線研究所長）、柏市長の秋山浩保氏の挨拶に引
き続き、基調講演として大学院新領域創成科学研究科長
の大和裕幸教授より「柏キャンパスの過去、現在、未来」
と題した講演があった。その後、物性研究所の嶽山正二
郎教授より「ズドーンと一発、世界一の強磁場発生と物
性物理」と題した講演があった。次に、大学院新領域創
成科学研究科の三谷啓志教授より「メダカが拓く科学の
新領域ゲノム多様性から宇宙生物医学まで」と題した講
演があり、最後に特別講演として独立行政法人宇宙航空
研究開発機構宇宙科学研究所の川口淳一郎教授より「は
やぶさが挑んだ往復の宇宙飛行とカプセルの帰還、その
飛行の歩み」と題した講演があった。
　来場者は、地域の方々を中心に約 300 人と、大盛況で
あった。柏キャンパスの多様性と学融合を実感できる講
演会であった。

質疑応答で盛り上がる会場の様子
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部局

柏キャンパス・リエゾン室

柏キャンパス一般公開開催

　10 月 29 日（金）、30 日（土）の両日にわたり柏キャ
ンパス（大学院新領域創成科学研究科、宇宙線研究所、
物性研究所、大気海洋研究所、数物連携宇宙研究機構、
人工物工学研究センター、空間情報科学研究センター、
環境安全研究センター柏支所、柏図書館）及び柏Ⅱキャ
ンパス（生涯スポーツ健康科学研究センター）において
一般公開が開催された。
　この一般公開は、地域・社会との連携・交流や知的啓
発を目指して、柏キャンパスへ移転した当初から実施さ
れてきたもので、地域に根付いた行事になりつつある。
今年は柏キャンパスの 10 周年にあたり、「柏発！科学の
最前線―海の底から宇宙の果てまで―」をテーマに、キャ
ンパスとして特別講演会を柏図書館で開催したのを始
め、各部局とも、日頃の研究成果の紹介、実験コーナー、
入門講座等それぞれ特色ある催しが行われた。
　２日目は台風の接近に伴いあいにくの雨となったが、
両日とも盛況で、２日間を通して約 3500 名の来場者が
訪れ、地域に開かれたキャンパスの雰囲気が感じられた。

研究成果の紹介を熱心に読む来場者

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生見学旅行を実施

　11 月 11 日（木）・12 日（金）の両日、恒例の外国人
留学生見学旅行を実施した。参加者は、留学生 42 人、
引率教職員等９人の合計 51 人。
　８時 30 分過ぎに、本郷の医学部２号館本館前広場か
ら貸切バスで出発。高速道を利用し、２時間程で群馬県
富岡市に到着。日本最初の官営模範器械製糸場で、建物
は国史跡の重要文化財であり、現在世界遺産暫定一覧表
にも記載の『富岡製糸場』を施設案内の方の説明を受け
つつ見学し、次に、同市の『一之宮貫前神社』を参拝。
この神社は、1400 年の歴史があり、りっぱな社殿は国

の重要文化財に指定されている。
　昼食後は、『群馬県立歴史博物館』を見学し、特別に
学芸員の先生から、県の歴史や展示物について詳しくご
説明をうかがった。初日最後は、『大塚製薬高崎工場』
を訪問した。
　夕闇迫るなか足早にバスに乗りこみ、宿泊地である水
上温泉郷に向け出発した。ホテルに到着後は、各自温泉
に浸かり疲れを癒した後、夕食を兼ねた懇親会では、和
やかな雰囲気の中、参加者相互の親睦を深め楽しいひと
時を過ごした。
　２日目は、まず水上近くの『谷川岳』へ向け出発。晩
秋の山麓は、紅葉の真っ盛り。ロープウェイ到着駅の天
神平では新雪も残っており、留学生は、麓との温度差に
とまどいぎみであった。次の見学施設、『たくみの里』（三
国街道旧須川宿）には、色々な体験施設があり、そば打
ちを体験したグループがあれば、秋の田園風景の散策に
勤しんだグループがあったりと、其々が思い思いの体験
施設等に足を運んだ。散策途中に訪ねた泰寧寺の山門は、
群馬県指定重要文化財で、その荘厳さに往時の宿場の繁
栄を想像させられつつ、施設を後にし本学への帰路につ
いた。
　バスは予定時刻より若干遅く 19 時 20 分頃本郷構内に
到着。こうして今年の見学旅行は、両日とも好天に恵ま
れた中、日本の歴史と文化、最先端の工場、美しい自然
を実感しながら、留学生同士の触れ合いなど、参加者に
多くの思い出を残し無事終了した。

群馬県立歴史博物館前での全員集合写真

谷川岳・天神平での集合写真
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「手漉き工芸和紙」体験中の留学生

部局

大学院法学政治学研究科・法学部

10月期新入生歓迎会を開催

　11 月 11 日（木）、16 時半から屋外で餅つきを行った後、
18 時から法文１号館１階学生ラウンジにて法学政治学
研究科総合法政専攻の 10 月入学、大学院外国人研究生
の新入生歓迎会が開催された。
　留学生、客員研究員、日本人学生チューター、教職員
等、総勢 82 名が出席し、熱気あふれるパーティとなった。
　餅つきは、留学生も加わって餅をついたり、できた餅
を小さく丸めたり、貴重な体験を楽しんでいた。
　学生ラウンジでの新入生歓迎会では、山下友信研究科
長の挨拶、山口厚副研究科長による乾杯の後、歓談に入っ
た。
　宴たけなわになった頃、台湾出身留学生２名による台
湾に関するクイズ、次に中国出身留学生７名による民族
衣装のファッションショー、最後に韓国出身留学生と研
究員の有志７名による合唱が披露された。
　終盤に参加者全員で集合写真を撮り、久保文明総合法
政専攻長の挨拶で 20 時ごろ散会となった。
　今回、初めて法文１号館内で留学生と教職員が協力し
合ってパーティを企画・運営し、外国の情緒と手作り感
あふれる新入生歓迎会となった。

集合写真

新入生 5名

お餅をつく修士 1年パヌパンさん

部局

物性研究所

技術職員研修「レーザー技術」開催さ
れる

　11 月 25 日（木）、26 日（金）物性研究所において、
平成 22 年度東京大学技術職員研修「レーザー技術」が
開催された。生産技術研究所から１名、環境安全衛生部
から１名、物性研究所から２名の計４名が本研修を受講
した。一方、物性研の７名の技術職員が講師となり、全
ての講義と実習を担当した。
　25 日（木）の午前は、レーザー使用の安全に関する
講義と、レーザーの基礎およびレーザー加工の基礎に関
する講義が行われた。午後は実習で使用するレーザー加
工機の概要とNC（数値制御）プログラミングに関する
講義を行った後、各人に実際にレーザー加工機を使って、
課題の形状を切り抜くレーザー切断加工の実習を行っ
た。間違ったプログラムを組んだ結果、“ユニークな形
状の作品”が完成したケースもあったが、最終的には全
員が意図した加工を行うことが出来た。和気あいあいと
した雰囲気の中で、１日目の研修は終了した。
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レーザー加工の実習

　26 日（金）は一転してレーザーの物性研究への応用
としてレーザーラマン分光の研修を行った。午前中にラ
マン分光及びそれと相補的な赤外分光の基礎に関する講
義を行い、その後、高分子やグラフェン、カーボンナノ
チューブ、各種半導体のラマン分光による実験研究例が
それぞれ紹介された。午後には実習として、物性研究所
の光学測定室にある顕微ラマン分光装置を用いて、講義
で説明された試料のラマン分光測定を行った。また受講
者にも、各自が日頃業務に用いている試料を持参しても
らい、それぞれラマン分光測定を行った。

レーザーラマン分光の実習

　この研修は技術職員が中心となって企画・準備し、ま
た物性研究所の部門をまたいでの協力により開催され
た。受講者はもとより講師陣も様々な点で良い勉強をさ
せてもらった。２日間ではあるが、受講者から講義や実
習中にも積極的に質問が飛び出し、非常に内容が濃い研
修を 11 人全員が一丸となって楽しく行い、大成功のう
ちに終了した。

　最後に本研修の実施にあたり縁の下の力持ちとして支
援して下さった技術部長ならびに物性研事務部総務係の
皆様にお礼申し上げます。

受講者（前列）及び講師（後列）の集合写真

部局

環境安全研究センター

市民と共に本郷キャンパス落ち葉の堆
肥化を実施中

　環境安全研究センターでは、本郷キャンパスの落ち葉
の堆肥化に取り組んでおり、昨年 11 月から 12 月まで 3
回にわたって、教職員・学生の有志、市民と共に作業を
行った。
　本学ではごみを分別して資源とすることによりごみの
減量化を目指しているが、落ち葉は資源化に人手がかか
るなど難しく、全学的な取り組みが行われていなかっ
た。しかし、2009 年 10 月に文京区リサイクル清掃課と
共に、「学校ごみダイエットマニュアル」（http://www.
esc.u-tokyo.ac.jp/ 参照）をまとめたことをきっかけとし
て、学生、教職員、市民ら有志による落ち葉の堆肥化プ
ロジェクトチーム「東京大学けやきの会」を発足。この
会と施設部環境課・保全課環境整備チーム、環境安全研
究センターのスタッフの力を合わせることで落ち葉の堆
肥化を実現した。
　11 月 10 日（水）、12 月 3 日（金）、12 月 18 日（土）
の３回の作業日には、親子連れなど地域住民ボランティ
アも含め延べ 150 名が参加し、龍岡門横の落ち葉堆肥場
で、落ち葉の積み込み、切り返しなどの作業を行い、汗
を流した。この３回の作業で、本郷キャンパスで発生す
る年間 60 トン以上の落ち葉の１割強にあたる、約 8ト
ンの落ち葉を堆肥化し、その分の可燃ごみを削減したこ
とになる。
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熱心に説明を聞く参加者

　今後も定期的に切り返しなどの作業を行っていき、春
には堆肥ができあがる予定だ。できた堆肥は学内での利
用に加え、作業参加者に配布するほか、地域に還元し、
資源循環型のキャンパスを目指していきたい。

今後の作業予定等はウェブページからご覧ください。
東京大学けやきの会：
http://www.esc.u-tokyo.ac.jp/etc/keyaki.html

分担して堆肥箱に落ち葉を積み込む

発酵が進んでいるため湯気が上がっている

部局

先端科学技術研究センター

日独若手研究者交流、行われる

　外務省の交流事業の一環で来日した、ドイツの若手研
究者 4名が 11 月 30 日（火）に先端研を訪問した。今年
は「太陽光発電」を専門とする若手研究者だったことか
ら、エネルギー・環境技術国際研究拠点 Solar Quest を
有する先端研がその訪問先の一つに選ばれたものである
（10 日間の滞在中に、資源エネルギー庁、NEDO、産総研、
東工大などの機関の他、太陽電池メーカーを数社を訪問
とのこと）。
　冒頭、中野義昭所長がブリーフィングも兼ねて先端研
の概要説明を行った後、瀬川研究室へ移動。久保貴哉特
任准教授が色素増感太陽電池に代表される有機系太陽電
池などをデモなども交えて説明を行った。同じ太陽電池
でも、彼らが専門とする分野とは若干違っているためか
えって新鮮だった様で、様々なサンプルをみて「実物は
やはり興味深い」と熱心に覗き込んでいた。

久保特任准教授（左）と若手研究者たち

　Solar Quest の学内連携先であり、超高効率太陽電池
の研究開発の一翼を担う生産技術研究所・藤岡洋研究室
の見学後、先端研に戻って、ドイツ側の研究者から研究
紹介のプレゼンテーションがあった。Solar Quest に関
係する瀬川研、中野研、岡田研、宮野研の若手研究者約
10 名に加え、久保特任准教授、岡田崇至准教授などと
質疑応答も交わされた。
　プレゼン終了後は、軽食をつまみながら、日本側研究
者が用意したポスターセッションの時間となった。徐々
に場がほぐれて最後はさまざまな質問を投げかけてくる
ドイツの研究者に対して、熱く自身の研究成果を説明す
る様子も見られた。
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ポスターセッションの様子

　先端研としては、今後ともこのような実質的な交流を
積極的に図っていきたいと考えている。

部局

社会科学研究所

第24回社研シンポジウム「現代日本
のガバナンス」を開催

　12 月１日（水）、弥生講堂・一条ホールにて、社会科
学研究所国際シンポジウム「現代日本のガバナンス」が
開かれた。今回で 24 回を数える研究所主催のシンポジ
ウムのテーマとして、現在進行中の全所的プロジェクト
「ガバナンスを問い直す」をとりあげ、海外から気鋭の
研究者を招いた討論会となった。
　「ガバナンス」は、1990 年代以降に人口に膾炙するよ
うになった概念の一つである。本シンポジウムでは、国
際的な比較の観点から、現代日本の社会が直面するガバ
ナンス問題を明らかにするとともに、この概念をめぐり
これまで社会科学の諸分野において進められてきた議論
の相互参照・比較を行い、分析の道具としての応用可能
性の検証を試みた。
　現代日本の福祉国家改革と食糧政策改革について、ア
メリカ・シラキュース大学のマルガリータ・エステベス
＝アベ教授とイギリス・シェフィールド大学の武田宏子
講師が報告したほか、日本企業のコーポレート・ガバナ
ンスについて当研究所の田中亘准教授が外国の事例と比
較しつつ論じた。
　また、ドイツ・オスナブリュック大学の R・チャーダ
教授、タイ・タマサート大学のT・カシアン講師、オー
ストラリア・ニューサウス・ウェルズ大学の C・ピッカー
教授がそれぞれ移民統合政策、ガバナンスをめぐる言説
の政治、紛争解決を通じたWTOのガバナンスについて
興味深い論点を提供した。
　「ガバナンス」に関る問題の広がりと、諸分野におけ
るガバナンス論の多様性を確認するともに、パネル・ディ
スカッションでは 100 名余の参加者を交え、ガバナンス
論の可能性についても議論を深めることができた。
　シンポジウムの成果は、研究所の英文刊行物として出

版された上で上記プロジェクトに受け継がれる予定であ
る。

シンポジウムの様子

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

動物慰霊祭開催される

　12 月３日（金）11 時から弥生キャンパス内動物慰霊
碑前において第 92 回動物慰霊祭が行われた。祭式は明
石博臣教授（前獣医学専攻長）及び佐々木伸雄附属動物
医療センター長の慰霊の言葉に始まり、多くの参列者が
教育・研究に供され生命科学の発展に大きく寄与した動
物の御霊に思いをいたし献花を行った。前日の豪雨によ
り開催が危ぶまれていたが、当日は晴天に恵まれ 200 名
を超える参列者があった。

慰霊の言葉を述べる 佐々木 動物医療センター長
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献花の順番を待つ参列者

部局

大学院情報理工学系研究科

創造情報学専攻の田中久美子准教授
が著書「記号と再帰」でサントリー学
芸賞と大川出版賞を受賞

　創造情報学専攻の田中久美子准教授に対し、著書「記
号と再帰 --- 記号論の形式・プログラムの必然 ---」の成
果により、サントリー財団から第 32 回サントリー学芸
賞（思想・歴史部門）、ならびに大川財団から第 19 回大
川出版賞が贈られた。前者の授賞式は 12 月６日（月）
に東京・丸ノ内の東京會舘で行われた。
　サントリー学芸賞と大川出版賞と、分野が大きく異な
る二つの賞を同時に受賞したのは初めてであり、同著は、
文系理系の両方の観点から評価されたことになる。
　サントリー学芸賞は、広く社会と文化を考える独創的
で優れた研究、評論活動を、著作を通じて行った個人に
対して贈られるものである。人文系の芥川賞などと呼ば
れることもあり、通常は人文科学分野の学際的な著作が
対象となる。岩井克人氏の選評によると、「記号的存在
としての「人間」が抱える困難を先鋭的に示した書物」
として同著の思想的な側面が評価されている。情報理工
学系研究科で同賞を受賞したのは准教授が初めて。
　一方の大川出版賞は、情報・通信分野に関する優れ
た図書を表彰するもので、情報理工学系研究科も過去に
数々の受賞がある。同著が情報理工分野の成果であるプ
ログラミング言語を、記号論という新しい切り口で考え
直している点が評価された。
　准教授の研究テーマは一貫して自然言語や人間の記号
系に内在する数理にあり、基礎から応用までさまざまな
取組みがある。同著は、人文科学の分野でここ百年程思
想的に一潮流を形成している記号論を、プログラミング
言語に適用することで形式的に整理しなおし、プログラ
ミング言語に内在する人間の記号形態としての必然性を
論じるものである。准教授は、本学の情報学環に講師と
して勤務していた時期からこのテーマに取り組み始め、
「機械を制御するための記号に限定される範囲において、
その形式性を通して、人間の記号世界の本質の一端を捉
え直す試論」（サントリー学芸賞受賞の言葉）として結
実した。

サントリー学芸賞授賞式での田中久美子准教授

部局

大学院工学系研究科・工学部

ルース在日アメリカ大使と東大大学院
生の交流会を開催

　東京大学グローバルＣＯＥプログラム「学融合に基づ
く医療システムイノベーション（ＣＭＳＩ）」は、12 月
８日（水）、ルース在日アメリカ大使を招き、主に医学系、
工学系、薬学系研究科から選抜された東京大学大学院生
45 名を集めた交流会を医学部中央図書館で開催した。
　この交流会は、リラックスした雰囲気の中で大学院生
と自由に話し合いたいというルース大使の希望で、昼食
のサンドイッチを食べながら行われた。会場は学生たち
の熱気に包まれ、ルース大使は、息つく暇もなく、時に
はジョークも交え次々と学生たちの質問に答えた。
　学生からは、日本とアメリカの教育システムの違い、
起業、留学、リーダーシップ、政治経済に至るまで、絶
え間なく質問の手が上がり、予定されていた１時間 30
分はあっという間に過ぎた。
　交流会の終わりにルース大使は学生一人一人と握手を
し、これからもなんでも前向きに吸収し、学んでいくよ
う笑顔で励ました。
　ルース大使が去った後も、学生たちは興奮冷めやらず
会場に残り、今回の交流会のモデレーターである木村廣
道薬学系研究科教授、ＣＭＳＩリーダーの片岡一則教授
らと意見交換をした。

参加者全員と記念撮影
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学生からの質問に答えるルース大使

交流会を終えて学生と握手をかわすルース大使

部局

生物生産工学研究センター

シンポジウム「微生物代謝研究におけ
るケミカルバイオロジーの最前線」開
催される

　12 月８日（水）弥生講堂において生物生産工学研究
センターシンポジウムが開催された。本センターは、微
生物、植物の有用機能を解析・増強するバイオテクノロ
ジー研究を強力に推進し、その成果を環境修復、不良環
境地域での作物生産、省エネルギー・環境低負荷型食糧
生産に関連する技術開発に応用することを目的としてい
ることから、今年のテーマは「微生物代謝研究における
ケミカルバイオロジーの最前線」に設定した。
　微生物によって工業生産されているアミノ酸などの一
次代謝産物や、抗菌、抗ガン活性を示す微生物の二次代
謝産物の生合成機構、さらには、その作用メカニズム
に至るまでの研究が以下の８名の演者によって紹介され
た。本センターの西山真教授は、我が国の発酵工業で重
要なアミノ酸の新しい生合成メカニズムの普遍性につい
て構造生物学の側面から紹介し、福井県立大学の濱野吉
十講師は、抗菌ペプチドとして工業利用されているポリ
リジンの生合成メカニズムの解明について発表した。富
山県立大学の尾仲宏康准教授は、放線菌の生産するビス
インドール抗生物質の多様な生合成経路について、山形
大学の豊増知伸准教授は、糸状菌の高機能キメラ型ジテ
ルペン合成酵素による抗ガン物質の生合成機構について

発表を行った。北海道大学の及川英秋教授は、微生物酵
素を利用したペプチド系抗腫瘍物質の酵素合成法につい
て化学者の視点で紹介した。本センターの葛山智久准教
授は、これまで解明してきたテルペノイドの生合成機構
を概説するとともに、複雑な反応を触媒するジテルペン
環化酵素の構造基盤について発表した。最後のセッショ
ンでは、理化学研究所の長田裕之主任研究員が、理研に
おけるケミカルバイオロジー研究基盤施設での研究の取
り組みと糸状菌の生産するフミトレモルジンの生合成研
究を紹介した後、「化合物アレイ」を用いた創薬スクリー
ニングについて発表した。最後に、エーザイ株式会社の
小竹良彦研究員は、放線菌から単離されたプラジエノラ
イドを抗ガン剤のリード化合物とした創薬研究を紹介し
た。
　いずれの発表も、微生物代謝研究におけるケミカル
バイオロジーの最前線にふさわしい発表内容であった。
160 人の参加者を迎え、盛会のうちに終了した。

シンポジウムの様子

部局

社会科学研究所

ソウル大学日本研究所職員来所

　12 月 13 日（月）にソウル大学日本研究所行政室長、
鄭璉祐（チョン・ヨヌ）氏が社会科学研究所事務室に来
所された。
　同研究所は、国際研究所日本研究センターを発展的
に改組して、2004 年に設立された新しい研究機関で、
2008 年、韓国人文科学（HK）海外地域研究分野研究所
に選定され、「現代日本生活世界研究の世界的研究拠点
の構築」を目指しており、我が国の大学・研究機関とも
精力的に協力関係を構築しつつある。社会科学研究所と
は、2008 年度から共同シンポジウムを開催するなどの
学術交流を重ねている。
　ソウル大学においても、法人化法案が通過し、いよい
よ法人化への移行作業を開始するとのことである。今回
の訪問では、法人化に伴う、事務職員の意識変化や教育・
研究支援の質の向上などについて、各事務担当者と意見
交換を行った。
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チョン・ヨヌ氏（中央）と社研事務部職員

部局

物性研究所

事務職員向け「物性研見学ツアー」開
催！

　12 月 13 日（月）、事務職員や研究室秘書など、日頃
研究・教育の支援業務に携わる職員を対象に、物性研の
研究活動を広く知っていただくための見学ツアーが開催
された。物性研の他５つの部局から約 40 名が参加した。
　見学に先立ち、家泰弘物性研究所長から、物性研の研
究内容である“物性科学”について、及び物性研の沿革
について約１時間説明があった。元素、半導体、磁性体
など物性科学の基礎から、例えば磁気ハードディスク、
発光ダイオードといった物性科学の様々な成果に至るま
でわかりやすくご説明いただき、参加者は熱心に耳を傾
けていた。終了後、所内にある４か所の実験施設を見学
した。

家所長によるレクチャー

　はじめにスーパーコンピュータ室を見学した。全国共
同利用に供される２つのスパコンが整然と並び、約 4,000
もの CPU が一般家庭約 2,000 軒相当の電力で、冷却の
ため大きな音を轟かせて稼働している光景は圧巻だっ
た。

スーパーコンピュータ室

　続いて、機械工作室とガラス工作室を見学した。ここ
では研究者が実験で用いる器具などを熟練の専任職員が
製作しており、数十種類の加工用機械があった。なお今
年度の「業務改善理事賞」を受賞した「自動貸出装置」（物
性研図書室）はここで製作された。また、ガラス工作室
ではバーナーを使ったガラス加工を実演していただき、
参加者からは歓声があがった。
　次に、国際超強磁場科学研究施設実験棟にあるコンデ
ンサ電源とフライホイール付き直流発電機を見学した。
これらは世界最高レベルの強い磁場を発生するために必
要な発電機であるが、特に直流発電機は世界最大規模と
してギネスに認定されている。

フライホイール付き直流発電機

　最後に、先端分光実験棟にある大規模な恒温クリーン
ルームを見学した。強力なレーザーを用いて物性研究を
行う世界で唯一の実験施設で、例えば 1フェムト秒
（10－15 秒）の間に、１テラワット（1012 ワット）の出力
を持つレーザー光を発生させることができる、とのこと
だ。これは、瞬間的ではあるが日本の総発電量に匹敵す
るという。
　事務職員が、より良い研究・教育活動支援を行うには、
研究内容やその現場を知ることはとても重要だとあらた
めて感じた。

　最後に家所長をはじめご協力をいただいた皆様にお礼
申し上げます。
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部局

医科学研究所

附属病院でクリスマス・コンサート開
かれる

　12 月 14 日（火）16 時 10 分から、医科研附属病院に
おいて恒例のクリスマス・コンサートが開催された。今
年は、東大白金キャンパスの隣にある聖心女子学院中等
部・高等部の生徒さん 49 人がボランティアで来てくだ
さり、楽しい催し物をご披露くださった。
　サンタの衣装に扮した今井浩三病院長の挨拶のあと、
まず「アベマリア」の合唱で始まり、ダンス部によるポッ
プミュージックに合わせた元気なダンス、手話サークルに
よる手話を交えて「Tomorrow」の合唱と続いた。そして
オーケストラ部によるクリスマスソングのメドレーが演
奏され、会場は和やかな雰囲気に包まれた。後半は赤いサ
ンタの衣装に身を包んだ生徒たちが可愛らしいダンスと
クリスマスにちなんだ「O Holy Night」の合唱をご披露く
ださり、最後に会場の参加者も一緒に「もろびとこぞりて」
と「きよしこの夜」を合唱して、コンサートは終了となっ
た。期末試験の合間をぬって練習を重ねた中等部、高等
部の皆さんによる、患者さんに安らぎと元気をプレゼン
トしようという温かい気持ちのあふれる催し物であった。
　コンサートの後に聖心女子学院の校長先生と本企画の
合唱・手話指導を担当された先生方の紹介がなされた。
最後にサンタ姿の尾上裕子看護部長から、出演された生
徒さんやご協力くださった先生方への御礼の言葉があ
り、１時間弱にわたるこの会を締めくくった。退場され
る聖心女子学院の皆さんへ感謝の拍手がなり響いた。

聖心女子学院中等部・高等部オーケストラ部による
クリスマスソングの演奏

参加者も一緒に「きよしこの夜」を合唱

部局

大学院工学系研究科・工学部

埼玉県教育局SPP（サイエンス・パー
トナーシップ・プログラム）開催され
る

　JST（科学技術振興機構）が主催する SPP（サイエンス・
パートナーシップ・プログラム）の採択を受けた埼玉県
教育局の依頼により、12 月 15 日（水）に、工学系研究
科附属工学教育推進機構（CIEE）と大学発教育支援コ
ンソーシアム推進機構（COREF）が連携して本プログ
ラムを実施した。本プログラムは、高校生に工学と社会
とのつながりを理解させ、工学に対する生徒の興味・関
心を高め、探究心を育成することを目的としたものであ
る。
　今回は、SPP の趣旨を考慮し、本学で先進的な研究
に取り組んでいる研究室を生徒に訪問してもらうことと
し、予め 8つの研究室に対して本プログラムへの協力を
打診し、快諾を得た。結果として、フライトシミュレー
タ、ロボット、サイバービヘイビア、フォーミュラカー、
スターリングエンジン、医療用ロボット、医用マイクロ
マシン、ネット家電といった、８つのテーマが研究室訪
問のメニューとして準備された。
　当日実施されたプログラムには、浦和高校、越ヶ谷高
校、越谷北高校、大宮光陵高校、吉川高校、秩父高校、
春日部女子高校、富士見高校、戸田翔陽高校の９校から
総勢 148 名の生徒が参加し、集合場所となった 11 号館
１階の講堂には熱気がみなぎった。午前に、鈴木真二機
構長より本学の概要と研究室についての説明が開始され
ると、生徒は一様に引き締まった表情となったが、説明
が進むにつれ笑顔も見られ、徐々にリラックスした表情
となった。
　昼食をはさみ、午後からは、20 名前後の８チームに
分かれて各々事前に希望していた２つの研究室を、それ
ぞれ 50 分ずつ訪問した。生徒は、最初は遠慮がちに研
究室に足を踏み入れたものの、研究室の院生の説明に興
味をひかれたのか、やがて感嘆の声をあげるようになり、
訪問の時間が近づく頃には矢継ぎ早に質問を飛ばすよう
になっていた。１回目の訪問と２回目の訪問のインター
バルでは、それぞれが訪問した研究室について興奮した
面持ちで他の生徒に話をしている様子も見られた。また、
引率のために来訪された教員からも研究室訪問は非常に
教育的価値が高いものであったとの感想が聞かれた。
　研究室訪問が終了した後、11 号館の講堂に再度集合
して、質疑応答の時間が設けられた。質問と感想が入り
交じる、笑顔の絶えない時間となった。最後に鈴木機構
長の閉会の辞で会は締めくくられた。
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参加した高校生 148 名

研究室を訪問する生徒達

部局

史料編纂所

公開研究会「江川文庫古写真コレク
ション調査報告」を開催

　史料編纂所附属画像史料解析センターでは、12 月 17
日（金）17 時より、史料編纂所大会議室（福武ホール
地下１階）にて標記の研究会を開催した。
　静岡県伊豆の国市にある江川文庫には、江戸幕府の伊
豆韮山代官江川太郎左衛門家の史料数万点が所蔵されて
おり、江川文庫調査団（団長：宮地正人本学名誉教授）
によって、文化財指定を視野に入れた総合的な調査が進
められている。画像史料解析センターの古写真研究プロ
ジェクトでは、2006 年から足掛け５年にわたり、江川
文庫調査団と連携し、さらに近年は日本大学芸術学部写
真学科研究室（高橋則英教授）の協力を得て、同文庫所
蔵古写真コレクションの調査・研究を行なってきており、
今回の研究会はその成果を発表するものである。
　当日は、はじめにプロジェクト代表の保谷徹教授から
調査経過の説明がなされたのち、日本大学大学院の中島
実英・竹内涼子氏による「江川文庫古写真調査からの
ケーススタディー」と、史料編纂所史料保存技術室写真
担当の谷昭佳氏による「幕末・明治初期の写真史におけ
る江川文庫古写真コレクションの位置―ジョン万次郎の

写真活動を中心にして―」の２報告があり、参加人数は
約 50 名であった。
　中島・竹内報告では、江川文庫所蔵古写真調査の経験
から、所蔵先に出張して古写真を調査する際の方法・手
順について説明と若干の提言がなされた。当初は手探り
状態で開始された歴史学と写真学との共同調査であった
が、今回報告された書誌データの作成や写真画像の複写
撮影などの方法は、今後の古写真調査のモデルケースに
なるものと期待される。
　谷報告では、ＮＨＫニュースでも報道されたジョン万
次郎撮影のアンブロタイプ写真など、これまで知られて
こなかった古写真コレクション総計 1678 点の調査・研
究の概要が主要な写真画像とともに紹介された。報告中、
写真の画像のみを史料として被写体や撮影者の人物比定
を行なうだけでなく、モノとしての写真から多様な情報
を引き出すような古写真研究の方法論の重要性がとくに
強調された。
　今後も画像史料解析センターの古写真研究プロジェク
トでは、今回の研究会で報告された諸成果をふまえ、さ
らなるデータの収集・蓄積とともに、写真の特性を理解
したうえでこれを史料化する写真史料論の構築を目指し
活動していく予定である。

研究会の様子

                 

部局

先端科学技術研究センター

ひらめき☆ときめきサイエンス
「ロボットで探る昆虫の感覚と脳の行
動の不思議」開催

　12 月 18 日（土）、2010 年度日本学術振興会委託事業「ひ
らめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ
～」が神崎研究室主催で実施された（後援：東京都目黒
区教育委員会、日本比較生理生化学会、東京大学先端科
学技術研究センター）。三年連続で行われており、毎回、
募集定員を大幅に上回る人気プログラムである。本年も、
全国から 40 名が選ばれた（中学生：20 名、高校生：18
名／男子：25 名、女子：13 名／当日欠席２名）。昨年か
らは手話通訳もつけており、今年は聴覚障害を持つ生徒
が７名参加した。
　本プログラムはサポート体制も非常にしっかりしてお
り、38 名の参加者に対してスタッフは実に 22 名。うち、
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５名は筑波大学附属聴覚特別支援学校等の手話サポー
ト、さらに６名は現役高校教員（遠くは静岡から）とい
う万全の布陣だ。これら教員は神崎研が独自に進めてい
る教育プロジェクトで講習を受けられた先生方である。
その背景には 2011 年度から開始される新教育課程の「生
物」で感覚・脳・行動で実習を踏まえた指導をすること
が求められていること、実習対象が神崎研が主に扱って
いる「カイコガ」であること、に起因している。スタッ
フはもちろん全員が手弁当。その努力の甲斐もあり、昨
年は日本学術振興会の「よく工夫されたプログラム」に
選ばれている。
　午前 10 時の神崎亮平教授のあいさつと共に長い一日
が始まった。「昆虫の感覚と脳と行動の不思議」と題さ
れた講義の後は、実習・実験の連続だ。「カイコガのオ
スがメスを探すしくみ」や「昆虫の脳と神経のしくみ」
などのプログラムが班単位で進められた。昼食は全員で
お弁当を食べながら神崎研メンバーらによるマジック
ショー。といっても単なるアトラクションではなく、講
義や実習で学んだ「ヒトの見え方とムシの見え方」を体
感できるような趣向をこらした内容だ。それまでの緊張
感を解くブレイクタイムの後、４つの実習が続き、いよ
いよ神崎研究室の見学が行われた。ほぼ初めての東京大
学、初めての研究室という最先端研究の現場は非常に新
鮮でかつ刺激的に映ったのではないだろうか。

実習は班ごとで

手話通訳でサポート

　17 時前の終盤に差し掛かった頃、神崎教授がこのよ
うな実習で必ず行う「儀式」がある。「全員起立！」「（犠
牲になったムシさんに）ありがとう」と感謝の気持ちを
述べること。真理を追求するために、私たちは時として
何かを犠牲にしなければいけないことがある。その際、
謙虚な気持ちを忘れないこと、そんな研究者としての心
構えを伝えることも、このようなプログラムではとても
大事なことであると考えている。そして最後に、「昆虫
ロボット博士号」と書かれた「未来博士号」が神崎教授
の手から一人ひとりに渡された。「とてもわかりやすい
説明で楽しかった」「小さな昆虫の脳が好きになった」
などの感想に、「疲れたよ」と言いつつも笑顔の神崎教授。
これから 10 年後、20 年後に「未来」がとれた「博士号」
の誕生を心から期待したい。

全員集合（前列右から 2人目が神崎教授）

部局

大学院工学系研究科・工学部

光量子科学研究センター・レーザーアライア
ンス 合同シンポジウム/第9回 先端光量子
科学アライアンスセミナーが開催される

　12 月 22 日（水）に工学部 11 号館講堂にて、本学大
学院工学系研究科附属光量子科学研究センター（PSC）
および総合研究機構レーザーアライアンスによる合同シ
ンポジウム、そして光量子科学研究センターが進めてい
る文部科学省「最先端の光の創成を目指したネットワー
ク研究拠点プログラム（光拠点プログラム）」による事
業「光量子科学アライアンス（APSA）」の主催による
セミナーが開催され、学内外および企業より約 70 名の
参加があった。
　今回のシンポジウム・セミナーの主題は「テラヘルツ
電磁波」であり、光と電波の中間波長の電磁波として近
年、急速に発展している研究分野である。
　五神真 教授（PSC センター長）の開式の辞、北森武
彦 教授（工学系研究科長）の挨拶に引き続き、前半は
APSAセミナーとして島野亮 准教授（理学系研究科 物
理学専攻）により、テラヘルツ電磁波に関する発生・検
出および実験の現状について学生向けのレビューを含め
た講演が行われた。後半のシンポジウムでは、貴田徳
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明 准教授（新領域創成科学研究科 物質系専攻）による
電気磁気効果を示す物質研究への応用、 小田直樹氏（Ｎ
ＥＣ 誘導光電事業部）によるテラヘルツカメラの開発、
福永香氏（独立行政法人情報通信研究機構 電磁波計測
研究センター）によるテラヘルツ電磁波計測の文化財修
復への応用に関する招待講演が行われ、活発な討論が行
われた。

シンポジウムにて挨拶される北森工学系研究科長

講演者 4名：（左上）島野准教授（右上）貴田准教授
　　 （左下）小田氏（右下）福永氏

（撮影：大学院情報学環・学際　　
　　　　情報学府　佐藤志乃さん）
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キャンパス

本部留学生・外国人研究者支援課

平成 22 年度外国人学生数－国費外国人留
学生数 1,145 人、私費外国人留学生数 1,943
人外国政府派遣留学生数 33 人、その他の
外国人学生（在日外国人学生）数 283 人－

キキャンパス
ニュース

　本学では、毎年５月と 11 月の年２回、同月１日現在の外国人学生数を調査している。これをもとに各年度 11 月１日
現在の外国人留学生数の推移を示した。また、本年 11 月１日現在の外国人学生数は次頁以降のとおりである。

全学生数に対する外国人留学生数の比率

事　　項
A

全学生数
( 人）

B
日本人学生数
（人）

C
外国人留学生
（人）

C/A
比　率

平成 21 年度
比　率

学部レベル 14,233 13,763 299 2.10% 2.01%

大学院レベル 14,657 11,706 2,822 19.25% 17.19%

計 28,890 25,469 3,121 10.80% 9.72%

※全学生数欄には「その他の外国人学生」（在日外国人学生）を
　含む。
※学部レベル学生数（全学生数及び外国人留学生数）には、学部
　特別聴講学生 30 名を含む。
※大学院レベル学生数（全学生数及び外国人留学生数）には、大
学院特別聴講学生 20 名を含む。

※研究所に所属する外国人研究生 11 名は、大学院レベル学生数
　（全学生数）に含む。そのうち10名は、外国人留学生数にも含む。
※比率欄の数は四捨五入。
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平成22年度外国人学生数
平成22年 11月 01日現在

区   分

学部 大学院 研究所等
合  計学生 研究生等 修士課程

専門職
学位課程

博士課程
外国人
研究生等

大学院
研究生

研究生

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国費 (a) 78 39 0 0 174 122 3 4 330 204 109 82 0 0 0 0 694 451
117 0 296 7 534 191 0 0 1145

外国政府派遣  タイ 3 4 0 0 2 1 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 9 6
7 0 3 0 5 0 0 0 15

外国政府派遣  マレーシア 1 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4 0
1 0 1 0 2 0 0 0 4

外国政府派遣  シンガポール 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1
4 0 0 0 0 0 0 0 4

外国政府派遣  韓国 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0
9 0 0 0 0 0 0 0 9

外国政府派遣  アラブ首長国連邦 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
1 0 0 0 0 0 0 0 1

 計 (b) 17 5 0 0 3 1 0 0 6 1 0 0 0 0 0 0 26 7
22 0 4 0 7 0 0 0 33

私費 (c) 37 36 30 21 302 242 11 18 434 341 170 188 12 7 4 4 1000 857
73 51 544 29 775 358 19 8 1857

小計 (d)((a)+(b)+(c))
( 在留資格「留学」の者 )

132 80 30 21 479 365 14 22 770 546 279 270 12 7 4 4 1720 1315
212 51 844 36 1316 549 19 8 3035

私費 (e)
( 在留資格「留学」以外の者 )

23 12 1 0 5 4 0 0 14 8 7 10 0 0 2 0 52 34
35 1 9 0 22 17 0 2 86

外国人留学生合計 (f)
((d)+(e))

155 92 31 21 484 369 14 22 784 554 286 280 12 7 6 4 1772 1349
247 52 853 36 1338 566 19 10 3121

永住者等 (g) 110 26 0 0 50 21 4 2 35 28 5 0 0 1 0 1 204 79
136 0 71 6 63 5 1 1 283

外国人学生
総計 (f+g)

265 118 31 21 534 390 18 24 819 582 291 280 12 8 6 5 1976 1428
383 52 924 42 1401 571 20 11 3404

学部・研究科等別外国人留学生数
平成22年 11月 01日現在

区   分

学部 大学院 研究所等
小　計 合  

計
学生 研究生等 修士課程

専門職
学位課程

博士課程
外国人
研究生等

大学院
研究生

研究生

国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費 国費 私費
学部
教養学部（前期課程） 50 64 50 64 114
法学部 7 6 7 6 13
医学部 1 1 2 2
工学部 33 26 18 33 44 77
文学部 6 3 2 6 5 11
理学部 5 3 5 3 8
農学部 1 5 3 1 8 9
経済学部 4 15 4 15 19
教養学部 6 1 28 6 29 35
教育学部 1 2 1 2 3
薬学部 4 4 4 4 8

小    計 117 130 52 117 182 299
大学院
人文社会系研究科 14 25 19 45 20 47 3 53 120 173
教育学研究科 2 12 3 30 3 14 1 8 57 65
法学政治学研究科 2 23 1 5 6 29 8 13 17 70 87
経済学研究科 11 20 2 6 3 6 16 32 48
総合文化研究科 21 47 42 89 26 44 5 89 185 274
理学系研究科 9 12 21 15 7 9 1 37 37 74
工学系研究科 128 208 222 276 51 102 4 401 590 991
農学生命科学研究科 16 43 79 86 15 44 4 110 177 287
医学系研究科 6 26 3 26 75 11 11 43 115 158
薬学系研究科 1 3 9 8 1 12 11 23 34
数理科学研究科 5 4 7 2 1 2 13 8 21
新領域創成科学研究科 38 61 32 72 8 15 78 148 226
情報理工学系研究科 29 44 47 44 22 17 98 105 203
学際情報学府 14 29 19 27 15 35 1 48 92 140
公共政策学教育部 6 21 4 6 25 31

小    計 296 557 7 29 534 804 191 375 19 1028 1784 2812
研究所等
医科学研究所 2 2 2
地震研究所 1 1 1
生産技術研究所 6 6 6
先端科学技術研究センター 1 1 1

小    計 10 10 10
合    計 117 130 52 296 557 7 29 534 804 191 375 19 10 1145 1976 3121
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国又は地域別外国人留学生数
平成22年 11月 01日現在

区   分

国費 私費 合  計

総計
学部 大学院等

小計

学部 大学院等

小計

学部 大学院等

学部 研究
生等

修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等 学部 研究

生等
修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等 学部 研究

生等
修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等

アジア
パキスタン 4 14 18 3 3 1 7 7 17 1 25
インド 1 3 17 3 24 3 7 10 1 6 24 3 34
ネパール 3 5 1 9 11 3 5 19 14 3 10 1 28
バングラデシュ 4 6 16 26 6 15 2 23 4 12 31 2 49
スリランカ 3 3 1 7 5 6 1 12 8 9 2 19
ミャンマー 3 6 9 6 1 1 8 9 1 6 1 17
タイ 10 29 36 11 86 7 12 1 23 11 54 17 41 1 59 22 140
マレーシア 8 5 10 6 29 2 5 1 8 3 19 10 10 1 18 9 48
シンガポール 5 2 1 1 3 12 4 4 1 2 11 9 6 2 1 5 23
インドネシア 5 8 14 2 29 2 14 4 15 1 36 5 2 22 4 29 3 65
フィリピン 3 11 3 17 1 3 1 2 3 10 1 6 1 13 6 27
韓国 25 49 112 26 212 32 5 111 5 216 71 440 57 5 160 5 328 97 652
モンゴル 9 1 3 13 2 1 9 7 1 20 11 1 10 10 1 33
ベトナム 23 17 15 3 58 2 13 1 20 5 41 23 2 30 1 35 8 99
中国 2 61 2 154 45 264 80 12 264 8 288 180 832 82 12 325 10 442 225 1096
カンボジア 2 1 1 1 5 1 2 3 3 1 3 1 8
ブータン 1 1 2 2 2 1 3
ラオス 1 1 2 1 1 2
ブルネイ 1 1 1 1
マカオ 3 3 1 1 3 1 4
台湾 3 43 2 78 38 164 3 43 2 78 38 164
バーレーン 1 1 1 1

小    計 95 199 4 419 106 823 128 26 516 28 697 320 1715 223 26 715 32 1116 426 2538
中近東
イラン 1 8 1 10 2 7 3 12 3 15 4 22
トルコ 5 3 2 10 1 4 1 6 1 5 7 3 16
シリア 1 2 3 1 2 3
レバノン 1 1 1 1 1 1 2
イスラエル 1 1 2 4 1 1 2 4
ヨルダン 1 1 1 1
イラク 1 1 1 1
アフガニスタン 1 1 2 1 1 2
イエメン 1 1 1 1
アラブ首長国連邦 1 1 1 1 1 1 2

小    計 8 1 17 7 33 1 1 4 11 4 21 1 1 12 1 28 11 54
アフリカ
エジプト 5 5 1 4 5 1 9 10
スーダン 2 2 1 1 3 3
チュニジア 1 3 4 2 2 1 5 6
アルジェリア 1 1 2 1 1 2
マダガスカル 1 1 1 1
ケニア 1 1 1 1 2 2
タンザニア 1 1 2 1 1 1 1 1 3
コンゴ民主共和国 1 1 1 1
ナイジェリア 1 1 2 1 1 1 1 1 3
ガーナ 1 1 1 1
モロッコ 1 1 1 1 2 1 1 1 3
エチオピア 2 1 3 1 1 3 1 4
ベナン 1 1 1 1

小    計 1 8 14 2 25 1 3 10 1 15 1 1 11 24 3 40
オセアニア
オーストラリア 1 1 1 5 3 11 1 2 3 2 8 1 1 3 1 8 5 19
ニュージーランド 3 2 1 6 2 2 1 5 2 5 3 1 11
パプアニューギニア 1 1 1 1

小    計 1 4 1 7 4 17 3 5 4 2 14 1 3 9 1 11 6 31
北米
カナダ 1 3 3 1 8 1 5 9 15 1 1 8 12 1 23
アメリカ 3 12 1 8 7 31 1 5 9 16 8 39 4 5 21 1 24 15 70

小    計 4 15 1 11 8 39 1 6 14 25 8 54 5 6 29 1 36 16 93
中南米
メキシコ 4 4 8 1 2 1 4 1 6 5 12
エルサルバドル 1 1 1 1
コスタリカ 1 1 1 1
キューバ 1 1 2 1 1 2
ブラジル 4 13 12 9 38 1 4 5 4 14 16 9 43
パラグアイ 1 1 1 1 2 2
アルゼンチン 1 3 1 5 1 3 1 5
チリ 1 1 2 1 1 2
ボリビア 1 1 1 1
ペルー 2 2 4 4 2 4 6
エクアドル 1 1 1 1
コロンビア 2 2 2 6 2 2 2 6
ベネズエラ 1 2 3 1 2 3
パナマ 1 1 2 1 1 2
ジャマイカ 1 1 1 1
トリニダード・トバゴ 1 1 1 1
ドミニカ国 1 1 1 1
セントルシア 2 2 2 2

小    計 6 26 22 19 73 8 10 1 19 6 34 32 20 92
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区   分

国費 私費 合  計

総計
学部 大学院等

小計

学部 大学院等

小計

学部 大学院等

学部 研究
生等

修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等 学部 研究

生等
修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等 学部 研究

生等
修士
課程

専門職
学位
課程

博士
課程

研究
生等

ヨーロッパ
アイスランド 1 1 1 1
フィンランド 1 1 4 1 2 7 1 4 1 2 8
スウェーデン 2 1 3 2 3 8 13 2 2 1 3 8 16
ノルウェー 1 1 2 2 3 3
デンマーク 1 3 4 1 3 4
アイルランド 1 1 2 1 1 2
イギリス 1 1 3 5 1 2 1 4 2 3 4 9
ベルギー 1 2 3 1 2 3 2 2 2 6
オランダ 1 2 3 4 9 13 5 11 16
ドイツ 3 5 2 10 1 8 7 16 4 13 9 26
フランス 10 7 8 25 4 2 8 15 29 4 12 15 23 54
スペイン 3 4 7 2 1 1 1 5 2 1 4 5 12
ポルトガル 2 4 1 7 1 4 5 1 2 4 5 12
イタリア 1 2 7 10 1 1 2 4 1 1 3 9 14
ギリシャ 3 2 5 3 2 5
オーストリア 1 2 3 1 2 3
スイス 1 2 1 4 1 2 4 7 1 1 4 5 11
ポーランド 1 2 3 3 1 4 1 3 3 7
チェコ 1 1 1 1 2 2 1 3
ハンガリー 1 4 1 6 1 4 1 6
ルーマニア 1 2 1 4 1 2 1 4
ブルガリア 1 2 3 6 2 2 1 4 3 8
ロシア 4 2 3 4 13 1 3 2 6 4 3 6 6 19
ラトビア 1 1 1 1
スロバキア 1 1 1 1 1 1 2
ウクライナ 2 2 4 2 2 4
ウズベキスタン 1 1 1 1
ベラルーシ 1 1 2 1 1 2
クロアチア 1 1 1 1 2 1 1 1 3
スロベニア 1 1 1 1
マケドニア 1 1 1 1
セルビア 1 1 1 2 3 1 3 4
キルギス 1 1 1 1
グルジア 1 1 1 1
アルメニア 1 1 1 1
モルドバ 1 1 1 1
コソボ 1 1 1 1

小    計 10 36 44 45 135 15 7 1 47 68 138 10 15 43 1 91 113 273
合    計 117 296 7 534 191 1145 130 52 557 29 804 404 1976 247 52 853 36 1338 595 3121
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はポジティブな関係もあり、中国が市場を
開くほど海外との協力で政策調整をせざる
を得ない状況に置かれることに着目し、今
後中国は海外の協力を必要とする立場に置
かれるとの予測も述べられました。
　今回報告した政策提言は当センター HP
で公開しています。本プロジェクトでは今後
研究成果の出版に向け、準備をしています。

http://pari.u-tokyo.ac.jp

16vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

政策提言フィードバック

　東アジア国際関係が急速に流動化してい
ます。かつて地域安全保障を制度化する第
一歩として期待を集めた六カ国協議は停滞
を続け、北朝鮮の核保有が既成事実になろ
うとしています。中国についても、かつては
西側諸国との通商が拡大すれば政治的にも
協調重視に傾くだろうと期待されましたが、
逆に相互依存関係を政治・軍事の手段とし
て利用する方向が強まっています。
　こうした情勢を見据え、政策ビジョン研
究センター安全保障研究ユニットでは、マッ
カーサー財団の後援を得てカリフォルニア大
学、延世大学との共同研究、「アジア安全
保障イニシアチブ」を過去 2 年にわたって
進めてまいりました。今回は日本国際問題

研究所との共催に
よって、その研究
成果を踏まえた政
策提言を政策実務
家の皆様に報告し、
ディスカッションす
るための会合を開
催しました。
　東京開催の本会

合は、中国（11/15 開催）、韓国（11/17 開催）
に次ぐ、第3回のセッションに当たります。
　政策提言のフィードバックを目指した本会

　今日本に求められているのは、新産業分野を
スピーディに開拓することです。そのためには、
様々な分野の能力の高い企業群の中から、適
切な企業群を集め、新たな機能分担を設計す
る必要があります。個々の企業にとっても新産
業形成を目指した新たな機能分担の輪に加わ
り、異業種との適切な提携関係を見いだせるか
どうかは、企業の成長の可能性や経営の安定
性を大きく左右するといえます。
　当センターの坂田一郎教授と工学系研究科
の森純一郎特任助教が開発し、近々公開する

「企業間つながり検索システム smeet（SME＝
小さな会社とmeet＝出会うの造語）」は、中小・
ベンチャー企業の新たな出会いや、つながり先
候補の探索および選定を、サポートする機能を
提供するものです。今回行った企業間の取引
関係のネットワーク分析（関東甲信越のケース
では、企業約 3 万社、取引数 7 万件を対象）
や地域における聞き取り調査では、取引関係は
既存の業種ごとに比較的閉じた関係が形成され
ており、仮に近隣地域に求めている技術を保
有する企業があっても、それを見つけ出すこと
は容易ではない実態が明らかになりました。
　比較的閉じている既存の取引関係をたどって
紹介を受ける方法では、新事業に必要な技術
や販路を持つ企業にたどりつくのに大変な困難

会合に参加した政治家・官僚等、政策実務家から多くの質問が出され、活発な議論が展開された。

講演する藤原帰一教授。
（安全保障研究ユニット責任者）

合は大学にとって実
験的な試みであり、
安全保障の多角的
枠組み構築が出遅
れているアジアにお
いて、有意義な取り
組みといえます。
　はじめにカリフォ
ルニア大学の T. J. ペンペル教授、延世大学
の韓碩熙（ハン・スッキ）教授、および本
学の藤原帰一教授より、報告がありました。
　フロアからは、北朝鮮問題を始めとする
北東アジアの安全保障における緊張への対
処に関しては、主要なプレーヤーは新興大
国である中国になったとする意見が相次ぎ
ました。日米韓や日米中、日中韓など多様
な 3 カ国関係の可能性を見据えつつ、中国
を多国間枠組みの中でどう位置づけうるか
について、活発な討議がありました。
　こうした討議を通じ、経済と安全保障が
繋がるための条件を整えることが必要であ
ること、成熟した国民世論の醸成が重要で
あること、日米や日米韓での関係強化を目
指すと共に、中国の多国間の協力へのコミッ
トを促し、サミットを定期的に開催すべきだ
とする結論が共有されました。
　また、安全保障分野での協力を深めるこ
と抜きに経済関係を政治化すれば、国家が
潜在的な敵や挑戦者に対して経済的なレバ
レッジを用いる危険があることが確認され
ました。その上で、経済関係と安全保障に

アジア安全保障イニシアチブ・懇談会

● 日時：11月18日（木）、19日（金）　 
● 場所：ザ・キャピトルホテル東急
● 共催：東京大学政策ビジョン研究センター
　　　　 日本国際問題研究所

主な論点

① アジアにおける安全保障協力の現状
② 北東アジアの安全保障
―北朝鮮問題、鍵となる中国、米国の役割
―米国のプレゼンス、経済的相互依存と民主化
―中国への対応、日米韓協力
③ 北東アジアの緊張緩和
―軍備モラトリアム、軍事協力、経済的相互依
存の効果
―軍備管理の可能性、日韓関係の深化、経済
的相互依存

Toward New Security Management and 
Cooperation in Northeast Asia

を伴います。今日ウェブ上に大量の企業情報が
流れており、探索に利用することも可能です。
しかし、Google など一般的な検索ツールでは、
検索結果の適切な絞りこみが出来ないため、特
に人員の少ない中小・ベンチャー企業では、
それら膨大な検索結果の中から人手に頼って有
用な情報を選び出すことは困難です。
　本システムでは、企業間のつながり探索に目
的を限定することで、探索ニーズに応じてつな
がり先候補群に優先順位を付けて抽出し、さら
に当該候補群が持つ特徴や企業社会における
位置取りをわかりやすく、簡潔に示す機能を提
供しています。新たなつながりを形成しやすく
することで地域イノベーションの活性化をうな
がす、「知の爆発」時代に貢献するシステムです。

企業間つながり検索システム 試験公開
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本部学生支援課

平成 22 年度第２回「東京大学総長賞」の募
集について

　本学の学生を対象として、学業、課外活動、各種社会
活動、大学間の国際交流等の各分野において、「優れた
評価を受けた」「優秀な成績を修めた」「本学の名誉を高
めた」などの顕著な功績のあった個人又は団体に、総長
が表彰を行う「東京大学総長賞」が平成 14 年度から設
けられています。
　この表彰は、「東京大学学生表彰選考会議」（以下「選
考会議」という。）が選考にあたり、総長が表彰するも
のです。選考会議では、推薦された候補者の中からその
内容を審査のうえ、「東京大学総長賞」として相応しい
ものが決定されます。

　第２回（春）は学業を対象に募集し、推薦者は各学部
長及び各研究科長・教育部の長のみとなります。また、
第２回（春）授与式では、年間の授与者の中から特に優
秀な者に対し、総長大賞が授与される予定です。

記

１．申請書類：別記様式１・２（個人・団体）の推薦書
に必要事項を記入し、参考資料等を添付してください。
なお、選考時の参考とするため、推薦理由欄には推薦に
あたり留意された点（所見等）や選考経過等についても
記入し、参考書類（写も可）を併せて添付してください。
また、専門分野以外の本選考会議委員にもわかるように
記述するようお願いいたします。
　なお、今回の募集より、被推薦者自身が作成する候補
者プロファイル（別記様式３）が追加されております。

推薦者が決定いたしましたら作成させるよう併せてお願
いいたします。

２．推薦基準：以下のとおりです。
３．提出期限：平成 23 年３月３日（木）17 時（必着）
４．選考結果：３月中旬に推薦者及び受賞者へご連絡し
ます。
５．授与式：平成 23 年３月 24 日（木）17 時より小柴ホー
ル（理学部 1号館）にて実施を予定しています。

東京大学学生表彰「東京大学総長賞」推薦基準

　東京大学学生表彰実施要綱（平成 14 年３月 19 日総長
裁定、平成 22 年４月１日改正）第３に基づき、推薦の
基準を以下のとおりとする。

【推薦基準】
１．第１回（秋）
a）課外活動において、国内外の各種スポーツ、競技、演奏、
展示、発表等で優秀な成績を収め、本学の名誉を高めた
個人もしくは団体、または課外活動を支援し、課外活動
の充実と振興に著しい貢献をした個人もしくは団体
b）環境保全、災害救援、社会福祉、青少年育成、海外
援助協力等の各種社会活動において、活動実績が認めら
れ、他の学生の範となった個人もしくは団体、または社
会的に優れた評価を受け、本学の名誉を高めた個人もし
くは団体
c）大学間の国際交流において、相互理解と友好関係を
深め、本学の国際交流の発展に著しい貢献をした個人も
しくは団体
d）その他、これらに準ずるもので、「東京大学総長賞」
に相応しい貢献があった個人もしくは団体
２．第２回（春）
学業において、研鑚に励み、他の学生の範となった個人
もしくは団体、または学界等により優れた評価を受け、
本学の名誉を高めた個人若しくは団体

【被推薦資格】
a）個人の推薦においては、特段の場合、連名も可とする。
b）在学中の活動実績や学業等が上記推薦基準に該当す
る者は、卒業または修了後１年以内に限り被推薦者とな
ることができる。

【推薦者】
1. 推薦基準１については、自薦又は他薦とする。
2. 推薦基準２については、学部学生は学部長、大学院学
生は研究科長・教育部の部長に限る。

【本件に関する問い合わせ】
本部学生支援課学生生活チーム
担　当：辻角・山形（内線：22524・22514）
E-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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お知らせ
お知らせ

退職教員の最終講義

　学内広報では、今年度末をもって本学を退職される
方々の最終講義のお知らせを掲載します。

医学系研究科・医学部
數間　惠子　教授
（健康科学・看護学専攻・臨床看護学講座
成人看護学 /緩和ケア看護学分野）
日時：３月 18 日（金）15：00 ～ 16 ：30  　
会場：医学部２号館大講堂
演題：臨床看護－測定と評価、教育－ 30 余年の歩み

公共政策大学院／経済学研究科・経済学部
金本　良嗣　教授
（公共政策学専攻・都市経済学、公共経済学）
日時：２月７日（月）　16：30 ～ 18：00
会場：経済学研究科棟　第１教室
演題：都市の経済分析と公共政策：40 年の歩み

情報理工学系研究科
米澤　明憲　教授
（コンピュータ科学専攻）
日時：２月 23 日（水）16：30 ～ 18：00
会場：工学部２号館１階 213 講義室
演題：「留学と研究」
　＊懇親会 ２月 23 日（水）19：00 ～（学士会館 210 号室）
　　事前登録は下記URLより
　　http://www.yl.is.s.u-tokyo.ac.jp/plain/yer/

情報理工学系研究科
武市　正人　教授
（数理情報学応用）
日時：２月 28 日（月）16：00 ～ 17：30
会場：工学部 11 号館講堂
演題：実践躬行を目指して

社会科学研究所
仁田　道夫　教授
（附属社会調査・データアーカイブ研究センター）
日時：３月８日（火）15：00 ～ 17：00
会場：経済学研究科学術交流棟・小島ホール
演題：非正規雇用をめぐって

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 535（１月５日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 535 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

山脇直司：サンデル教授に刺激されて、彼の語って
　　　　　いないこれからの正義の話をしよう
　　　　　in Komaba
後藤則行：世界自然遺産へのいざない
伊藤徳也：中国の大学生にとって日本「動漫」とは
吉岡大二郎：物理は楽しい――遊び心でノーベル賞
尾中篤：2010 年ノーベル化学賞『有機合成における
　　　　パラジウム触媒クロスカップリングの開発』
高橋英海：大学時代のセックスについての話とか
藤垣裕子：４Ｓ国際会議の駒場での開催
山口泰：第 61 回駒場祭について

〈時に沿って〉
宮下紘幸：Cognosce te ipsum
島田奈央：学生のころを振り返って
山本芳久：藁屑の輝き
竹内誠：光子と原子でミクロな世界を見る・操る
神子島健：十年、過去・現在・未来
　　　　　――女性国際戦犯法廷のこと
小川浩之：英語・アーカイブ・チャイナタウン
長谷川宗良：収差

選抜学生コンサート・オーディション
学部報委員会：コーナーストーン

お知らせ
情報基盤センター

「はじめての経済学論文・企業情報の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　講習会に参加して、論文の探し方や便利な文献管理
ツールの使い方をマスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
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　※自宅からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ 2/3（木）12:10 ～ 12:30　自宅から検索するには？
（20 分のワンポイント講習会） 

　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCS アカウント認証による SSL-VPN Gateway サービ
スを紹介します。

■ 2/4（金）12:10 ～ 12:50　RefWorks クイックコース
（40 分短縮バージョン）【新コース】

　基本機能だけに絞って、短時間でWeb 版の文献管理
ツール「RefWorks」の使い方を説明します。データベー
スからのデータの取り込み方、参考文献リストの自動作
成方法などを実習します。（過去の「RefWorks を使う
には？」コース参加者は受講不要）

■ 2/8（火）15:00 ～ 16:00　知っておきたい検索のコツ
　「いつも自己流で検索しているけれど、もっといい検
索方法があれば知りたい」という方におすすめのコース。
　教わらなくても自分で簡単にできそうに見えて、意外
と難しいのがキーワード検索です。どのように入力す
れば欲しい情報が効率良く見つかるでしょうか。いろ
いろな検索の種類と、データベースごとに知っておく
と便利な検索のコツを教えます。（扱うデータベースは
当日の受講者により応相談。例：OPAC、CiNii、Web 
of Science、EBSCOhost、読売新聞、朝日新聞、医中誌
Web、PubMed）

■ 2/10（木）15:00 ～ 16:00
　はじめての経済学論文・企業情報の探し方【新コース】
　初心者向け。経済学部以外の方も歓迎です。
　経済学・経営学・ビジネス研究分野の文献データベー
ス「Business Source Complete(EBSCOhost)」と、有価
証券報告書を全文検索・閲覧できる国内企業情報データ
ベース「eol」の基本的な検索方法を実習します。

■ 2/16（水）16:00 ～ 17:00
　CiNii で国内の論文検索 ＆ RefWorks ですっきり整理
　国内論文の代表的なデータベース「CiNii」（サイニィ）
の使い方をコンパクトに解説した後、著者名やタイトル
などの論文情報を CiNii からWeb 版の文献管理ツール
「RefWorks」に取り込み、参考文献リストの自動作成を
実習します。

■ 2/18（金）15:00 ～ 16:30　Web で文献の「検索」
から「整理」まで（Web of Science ＆ EndNote Web）

　前半は、全分野の主要な学術雑誌（約 11,000 誌）に
掲載された論文のデータベース「Web of Science」の基
本的な検索方法の実習です。
　後半は、Web 版の文献管理ツール「EndNote Web」
の利用方法を説明します。

　Web of Science（前半 30 分）のみ、EndNote Web（後
半 60 分）のみの受講も可能です。

月 火 水 木 金
2/1 2/2 2/3

12:10-12:30
自宅から
検索する
には

2/4
12:10-12:50
RefWorks
クイック
コース

2/7 2/8
15:00-16:00
知っておき
たい検索の
コツ

2/9 2/10
15:00-16:00
はじめての
経済学論文
・企業情報
の探し方

2/11

2/14 2/15 2/16
16:00-17:00
CiNii ＆
RefWorks

2/17 2/18
15:00-16:30
W e b  o f 
Science ＆ 
EndNote 
Web

2/21 2/22 2/23 2/24 2/25
2/28

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会もやっています。（無料）
「参加したいけど予定が合わない」「自分にぴったりの
コースがない」という方、ご相談に応じます。学生だけ
でも、どのキャンパスの方でもOK。お申込みください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）
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● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy ＊ lib.u-tokyo.ac.jp 
（＊は@に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ
大学院工学系研究科・工学部

「インターナショナル・フライデー・ラウンジ」
スタート！

　工学系研究科では、毎週金曜日の 12 時から 13 時の間、
工学部 11 号館の２階にて、留学生との国際交流会であ
るInternational Friday Lounge（IFL）を開催しています。
IFL は、国際化が進む社会の流れに沿って東京大学の留
学生受け入れ人数も増えている中、東京大学の学生が留
学生とのコミュニケーションを通して国際交流を積極的
に深めることができる場を創り、広げて行きたいという
コンセプトのもとに始まりました。
　現在、IFL は２年目を迎え、毎週 40 ～ 50 名ほどの方
に参加していただいています。お昼時ですので、お弁当
を持参して来られる方が多く、昼食をとりながらの笑い
に溢れた和気あいあいとした会となっています。

バルコニーで会話を楽しむ

　IFL の特徴はとにかく「自由」なところです。IFL に
は何時来て何時帰っていただいてもよく、話すトピック
も趣味の話からそれぞれの出身の国の文化の話、時には
研究や政治等の深い話まで様々です。会話は基本的には
英語で行われていますが、あまり英語に自信がない方で
も、スタッフや周りの方がサポートさせていただきます
し、時には日本語で話されても留学生の日本語の勉強に
役立つことになります。
　また、IFL では不定期ではありますがイベントも開催
しております。先学期のイベントでは IFL の参加者で
“Bear Tour ！”と称し、恵比寿にあるヱビスビール記
念館を訪れ、今学期は留学生向けではありますが、「お
箸」の正しい使い方講座を開講いたしました。今後、協
定校へ留学した日本人学生の体験を発表する「留学報告
会」や日本人学生の出身地の紹介などさまざまな企画を
立てていく予定です。
　IFL への参加を通して、英語を使った国際コミュニ
ケーション力を高めること、他国の文化を知ること、ま
た多くの人と知り合い友達になることなど、様々な機会
を得ることができると思います。
　「インターナショナル・フライデー・ラウンジ」はど
なたでもいつでも自由にご参加いただけます。事前登録
などは不要です。一度 IFL へ足を運んでみませんか？
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

期間：10 月 15 日 - ２月４日　毎週金曜日　
　　　但し、12/24, 12/31 は冬休み

※次回（最終）開催は 2月 4 日（金）となります。
　是非ご参加下さい。

場所：工学部 11 号館２階ロビー
　　　（スターバックスの２階）
時間：12:00 ～ 13:00
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IFL のポスター

お箸のセミナー

お知らせ
サステイナビリティ学連携研究機構

公開シンポジウム「地球温暖化・少子高齢化社会に対応した新しい社会
づくりを目指して―21 世紀　持続可能な日本とは？―」開催のお知らせ

　サステイナビリティ学連携研究機構では、以下のとお
り公開シンポジウム「地球温暖化・少子高齢化社会に対
応した新しい社会づくりを目指して―21 世紀　持続可
能な日本とは？―」を開催いたします。多くの方のご来
場をお待ちしております。

■日時： ２月 12 日（土）13:30 ～ 17:00 
■会場：安田講堂
■主催：サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）、
一般社団法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソー
シアム（SSC）
協賛：三井不動産（株）
後援：日本経済新聞社、環境科学会、

（社）日本造園学会、（社）日本都市計画学会
■入場無料

■シンポジウム概要
　21 世紀中盤に向け、全国の地方都市が発展する上で
避けて通れない課題が少子高齢化と地球温暖化への適応
であり、これらは相互に影響を与えている。例えば、地
球温暖化の進行によって熱波、大雨、干ばつなどの気候
災害が増大すると予測されているが、一方で、高齢化が
進み財政の厳しい地方都市では、どのようにして温暖化
に適応していくのであろうか。また、低炭素都市のカギ
と言われるコンパクトシティ構想は、高齢化社会におい
てはどのようなメリットを持つのであろうか。
　さらに、このような作業を進めてゆくためにもさまざ
まな利害関係者の合意を形成する必要がある。そのため
には、科学的な知識、および、現在の状況、将来のリス
クなどについて理解を深めていく必要がある。
　今回の公開シンポジウムでは、我が国の地方都市を対
象に、地球温暖化、少子高齢化への対応という２つの重
要課題をキーワードに、情報の社会への提供と社会的合
意形成と、IR3S のミッションである環境、経済、社会
各政策を統合した持続可能な社会の実現に向けた方策に
ついて論じる。

＜プログラム＞
第Ⅰ部（挨拶、講演）
□開会挨拶
小宮山宏　SSC 理事長・前総長

□講演　
武内和彦　IR3S 副機構長・国際連合大学副学長
江守正多　国立環境研究所地球環境研究センター温暖化
リスク評価研究室室長
秋山弘子　高齢社会総合研究機構特任教授
諸富徹　　京都大学大学院経済学研究科教授

第Ⅱ部（パネル・ディスカッション）
モデレーター：
花木啓祐　IR3S 兼任教授・大学院工学系研究科都市工
学専攻教授
パネラー：
第Ⅰ部講演者
大田昌博　山梨県道志村村長
室山哲也　ＮＨＫ解説委員

閉会挨拶
住明正　地球持続戦略研究イニシアティブ（TIGS）統
括ディレクター・教授

※なお、講演者・パネラーについては変更の可能性もご
ざいますので、ご了承ください。
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■お申込み方法
IR3S ウェブサイト
（http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/event110212）
からお申込みください。

■問い合わせ
サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）
E-mail: info_ir3s@ir3s.u-tokyo.ac.jp
TEL: 03-5841-1539（内 21539）

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 70 回小石川植物園市民セミナーのご案内

　小石川植物園後援会が主催する第 70 回小石川植物園
市民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、本学大
学院理学系研究科の塚谷裕一教授による、ボルネオ島で
の野外植物調査に関する講演です。種多様性が高いこと
で知られるボルネオ島の熱帯雨林でも、樹木の伐採によ
る影響が拡がりつつあります。ボルネオにはどんな植物
があり、それらは今どうなっているのか、そして今後の
保護はどう進められようとしているのか、最新の現地調
査のもように触れられる絶好の機会です。本学関係者に
限らず、どなたでも参加できます。どうぞ皆様お誘い合
わせの上、是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げ
ます。

講師：塚谷　裕一（大学院理学系研究科）
演題：「ボルネオ島カリマンタンの植物調査～Heart of 
　Borneo 計画に向けて～」
日時：２月 19 日（土）14：00 ～ 16：00
場所：理学系研究科附属植物園本園（小石川植物園）柴
　　　田記念館
参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）
参加申込方法：２月 12 日までに、往復葉書または電子
メールにて後援会までお申し込み下さい。返信葉書
ないし返信メールが招待状となります。なお参加ご
希望多数の際は、お申し込み順に従い受付が締め切
られることがあります。悪しからずご了承下さい。

主催・参加申込先：〒 112-0001　文京区白山 3-7-1
　　　　　　東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
　　　　　　小石川植物園後援会
　　　　　　koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
問い合わせ先：理学系研究科附属植物園
　　　　　　　杉山宗隆准教授（03-3814-0368）

お知らせ
大学院農学生命科学研究科・農学部

平成 22 年度　第３回農学生命科学研究科技
術職員研修会開催のお知らせ

　本年度農学生命科学研究科技術職員研修会を下記の通
り開催します。今年で３回目を迎えるにあたり、新しい
歩みを始めている「附属生態調和農学機構」で開催する
ことにしました。
　研究科内の技術職員に限らず、他部局の技術職員・教
員・事務職員・学生等どなたでも参加できます。当日も
受け付けておりますので奮ってご参加下さい。

日時：３月３日（木）13：00 ～３月４日（金）12：00
会場：附属生態調和農学機構（東京都西東京市緑町）
http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/campus/index.html

内容：
３月３日（木）
　　13：00　研究科長挨拶
　　13：10　技術職員発表
　　14：55　退職者講演「人と機会に恵まれて」
　　　　　　技術基盤センター　後藤茂子　技術専門員
　　15：40　生態調和農学機構見学等
　　17：30　懇親会
３月４日（金）
　　９：00　技術職員ポスター発表
　　10：30　特別講演「フィールドのデジタル化による
　　　　　　教育研究情報の記録・蓄積・発信」
　　　　　　新領域創成科学研究科　斎藤　馨　教授
　　12：00　閉会挨拶
受付は３月３日（木）12：00 から「生態調和農学機構
別館A棟２階大教室」にて行います。

問合せ先：附属生態調和農学機構　久保田浩史
　　　　　Tel：070-6442-9482
　　　　　E-mail：cbx@fm.a.u-tokyo.ac.jp



三ヶ月章名誉教授

　本学名誉教授、学士院会
員三ヶ月章先生は、昨年
11 月 14 日に逝去されまし
た。享年 89 歳でした。
　先生は、1944 年に東京
帝国大学法学部法律学科を
卒業され、特別研究生を経
て、1950 年に東京大学法
学部助教授、1959年には教授に就任されました。以来、
1982 年に停年により退官されるまで、33 年の長きに
わたり本学において研究・教育に従事され、民事訴訟
法学の発展に多大の貢献をされるとともに、多数の研
究者を養成されました。1962 年には「強制執行と滞
納処分の統一的理解」の論文により法学博士の学位を
取得されました。また、1976 年から 78 年まで法学部
長を務められるなど、学内行政にも尽力されました。
東京大学運動会ヨット部の部長を 1967 年から 1982 年
までの 15 年にわたってお務めになり、1980 年から 82
年には東京大学運動会理事長も務められました。
　本学退官後は、1992 年に法務省特別顧問に就任さ
れ、1993 年８月に発足した細川内閣では法務大臣に
就任されました（翌年４月まで）。また、1989 年の民
事保全法、1996 年の民事訴訟法の制定の際には、法

制審議会民事訴訟法部会の部会長として部会の審議の
取り纏めの重責を果たされました。法務大臣退任後は、
アジア諸国の法律家の交流に心血を注がれ、2003 年
のローエイシア東京大会の組織委員長として同大会を
成功裡に挙行した功績も忘れることができません。さ
らに、1984 年に紫綬褒章、1995 年に勲一等瑞宝章を
受章され、2005 年には文化功労者、2007 年には文化
勲章を受章されました。ご逝去の後、従三位に叙せら
れました。
　先生の学問的功績は、民事訴訟法にとどまらず、裁
判法・司法制度論から、強制執行法、倒産法にまで幅
広く及んでいますが、とりわけ、それまでの支配的な
見解であった旧訴訟物理論に異を唱えて、新訴訟物理
論を主張して民事訴訟法学に新風を吹き込んだ点は特
筆すべきものです。先生は、様々な分野において、基
礎理論から具体的な解釈論に至るまで豊かな議論の場
を多数作り出し、一貫して学界の議論をリードし続け
られました。先生の代表的な著書として、『民事訴訟法』
（有斐閣、1959 年）や『民事訴訟法研究（全 10 巻）』（有
斐閣、1962 ～ 1989 年）を挙げることができます。
　常に後進の指導育成に心を砕かれ、若い世代との議
論を楽しみにされていた先生が逝去されたことは哀惜
の念に堪えません。先生のご遺徳を偲びつつ、ここに
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

訃　報

人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（採　　用）

22.12.16 尾山　大明 医科学研究所附属疾患プロテオミクスラボラト
リー准教授

医科学研究所附属疾患プロテオミクスラボラトリー
特任助教

23.1.1 川崎　雅司 大学院工学系研究科附属量子相エレクトロニク
ス研究センター教授 東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授

23.1.1 三村　秀和 大学院工学系研究科准教授 大阪大学大学院工学研究科助教

（昇　　任）
23.1.1 霜垣　幸浩 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
23.1.1 高井まどか 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
23.1.1 奈良　一秀 大学院新領域創成科学研究科准教授 アジア生物資源環境研究センター助教

（兼 務 命）
23.1.1 岡村　定矩 国際高等研究所長 大学院理学系研究科教授
23.1.1 福山　　寛 低温センター長 大学院理学系研究科教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 東京大学ロゴ事典

NEWS
一般ニュース

04 本部外部資金課
平成 22年度科学研究費補助金審査委員の５名表彰される

04 地球観測データ統融合連携研究機構 (EDITORIA)
第7回地球観測に関する政府間会合(GEO)総会および閣僚級会合が、北京
で開催される

05 高齢社会総合研究機構
「千葉県在宅医療推進寄附プロジェクト設立記念講演会」を開催しま
した

06 本部国際企画課
「第８回プレジデンツ・カウンシル」の開催

07 本部留学生・外国人研究者支援課
平成 22年度第２回 ｢外国人留学生支援基金奨学生証書授与式｣ 開催
される

07 学生相談ネットワーク本部
講演会「発達障害と共に生きる」を開催

08 地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
「データ統合・解析システム」（DIAS）終了時評価報告会を開
催しました

09 本部学務課
平成 22年度教育実習・介護等体験報告会及び懇談会を開催

10 本部学生支援課
第 57回総長杯争奪水上運動会が開催される

11 総括プロジェクト機構
「日本の航空の明日を考える～日本の航空100年記念フォーラム
～」開催

11 海洋アライアンス
中学生を対象にしたミニ講義を行う

12 国際化推進学部入試担当室
「国際化推進学部入試担当室開室記念式典」開催

13 本部学務課
「学生支援センター」の館銘板設置

14 本部総務課
2010年度業務改善総長賞表彰式の開催

15 本部企画課
「行動シナリオ」と「職員アンケート」の説明会、開催される

16 本部キャリアサポート課
公開シンポジウム「大学教育と職業との接続を考える」第２回開
催

17 海洋アライアンス
海洋リテラシープログラム「海洋教育促進研究センター（日本財団）
プログラム」発足　調印式・記者会見

17 本部研究推進課
柏市と連携協力に関する協定を締結

部局ニュース
18 大学院理学系研究科・理学部

留学生見学旅行、実施される
18 大学院農学生命科学研究科・農学部

公開講座「ペレット・薪利用で創る癒しの森」
19 柏キャンパス・リエゾン室

柏キャンパス 10周年記念一般講演会
20 柏キャンパス・リエゾン室

柏キャンパス一般公開開催
20 大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生見学旅行を実施
21 大学院法学政治学研究科・法学部

10月期新入生歓迎会を開催
21 物性研究所

技術職員研修「レーザー技術」開催される
22 環境安全研究センター

市民と共に本郷キャンパス落ち葉の堆肥化を実施中
23 先端科学技術研究センター

日独若手研究者交流、行われる
24 社会科学研究所

第 24回社研シンポジウム「現代日本のガバナンス」を開催
24 大学院農学生命科学研究科・農学部

動物慰霊祭開催される
25 大学院情報理工学系研究科

創造情報学専攻の田中久美子准教授が著書「記号と再帰」でサ
ントリー学芸賞と大川出版賞を受賞

25 大学院工学系研究科・工学部
ルース在日アメリカ大使と東大大学院生の交流会を開催

26 生物生産工学研究センター
シンポジウム「微生物代謝研究におけるケミカルバイオロジー
の最前線」開催される

26 社会科学研究所
ソウル大学日本研究所職員来所

27 物性研究所
事務職員向け「物性研見学ツアー」開催！

28 医科学研究所
附属病院でクリスマス・コンサート開かれる

28 大学院工学系研究科・工学部
埼玉県教育局 SPP（サイエンス・パートナーシップ・プログ
ラム）開催される

29 史料編纂所
公開研究会「江川文庫古写真コレクション調査報告」を開催

29 先端科学技術研究センター
ひらめき☆ときめきサイエンス「ロボットで探る昆虫の感覚と
脳の行動の不思議」開催

30 大学院工学系研究科・工学部
光量子科学研究センター・レーザーアライアンス 合同シンポ
ジウム /第 9回 先端光量子科学アライアンスセミナーが開催
される

キャンパスニュース
32 本部留学生・外国人研究者支援課

平成22年度外国人学生数－国費外国人留学生数1,145人、私
費外国人留学生数1,943人外国政府派遣留学生数33人、その
他の外国人学生（在日外国人学生）数283人－

コラム
36 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第 4回
36 ASIAN DIVERSITY No.4
37 Policy + alt　vol.16
38 Crossroad　産学連携本部だより　vol.62
39 インタープリターズバイブル　vol.42
39 PCリユースのわ　第 15回
40 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 59回
40 コミュニケーションセンターだより　No.72
41 ～総長通信～ President's Improvisation　Vol.3

INFORMATION
募集

47 本部学生支援課
平成 22年度第２回「東京大学総長賞」の募集について

お知らせ
48 退職教員の最終講義
48 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 535( １月５日 ) 号の発行
――教員による、学生のための学内新聞――

48 情報基盤センター
「はじめての経済学論文・企業情報の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

50 大学院工学系研究科・工学部
「インターナショナル・フライデー・ラウンジ」スタート！

51 サステイナビリティ学連携研究機構
公開シンポジウム「地球温暖化・少子高齢化社会に対応した新
しい社会づくりを目指して―21世紀　持続可能な日本とは？
―」開催のお知らせ

52 大学院理学系研究科・理学部
第 70回小石川植物園市民セミナーのご案内

52 大学院農学生命科学研究科・農学部
平成 22年度　第３回農学生命科学研究科技術職員研修会開催
のお知らせ
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54 第 61回駒場祭開催
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◆表紙写真◆
　「祝ウサギ年。北海道演習林に住むユキウサギ」
　（撮影者：大学院農学生命科学研究科附属演習林北海
　道演習林　及川　希さん）
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柏からの雑感

ち着いた雰囲気でそれが冒頭の「閑静な」という言葉につながるのである。
　私自身は柏キャンパスの雰囲気や建物（人間味がないという人も多いが）が気に入っている。も
ちろん、食堂やショップなど不満な点もあるが、最大の難点はやはり他のキャンパスと離れている
ことである。柏キャンパスに属する教員の多くは本郷にある研究科に関係しており、教育や様々な
会議のため本郷キャンパスに行かなければならないことがよくある。たとえば、本郷で１時から会
議があるとなると 11 時半には柏を出発しなければならない、会議が 3時に終わるとすると柏に戻
るのは 4時半頃になる。これではその日は落ち着いて仕事をすることはできないし、なりより移動
のための時間が会議の時間より長いと思うとやりきれない気持ちになってしまう。この問題はこれ
までも指摘され、テレビ会議システムの活用などが提案されているが、あまり改善されてないよう
である。国際ワークショップでもテレビ会議を使った講演が行われ、スカイプを使って外国にいる
共同研究者と議論することも頻繁に行われる時代なのだから、移動の時間を節約する方法をもっと
活用すべきだと思うが・・・
　ただ、この考えを進めていくと、インターネットを使えば自宅でほとんどのことができて大学に
すら行く必要がなくなり、自分が引きこもりになってしまう恐れが出てくる。そう考えると、やは
り人と直接会って話をするのが一番と思ったりもする。世の中難しいものである。

（宇宙線研究所　川崎雅裕）

　勤務先が本郷キャンパスから閑静な柏キャンパスに移ってきて７年
目になる。最初は２つの研究所しかない寂しいキャンパスで、お昼の
食事時を除けば外に人がめったに歩いてなかった。その後、様々な部
局が移転・新設され、本郷・駒場には遠く及ばないが柏キャンパスも
賑やかになってきた。また、最近では数物連携宇宙研究機構ができ、
多数の外国人研究者所属し、国際色豊かになった。現在では相当数の
教職員・学生がいるはずであるが、学部学生がいないためか非常に落
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